
二
〇
世
紀
前
半
期

に
お
け
る
ア
ン

コ
ー

ル
遺
跡
の
考
古
学
と

仏
領
イ

ン
ド
シ
ナ

の
植
民
地
政
策

藤

原

貞

朗

二〇世紀前半期におけるアンコール遺跡の考古学と仏領インドシナの植民地政策

は
じ
め

に

パ
リ
和
平
協
定

に
基
づ
き
、
国
連

カ
ソ
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
に
よ
る
暫
定

統
治
が

は
じ
ま

っ
た

一
九
九
二
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群

は
、

「
世
界
文
化
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
。
翌
年

の
総
選
挙
を
経
て
成
立
し
た
新
生

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

の
も
と
で
文
化
財
保
護
法

も
整
備
さ
れ
、
現
在
、
日
本
を
中

心
と
す
る
考
古
学
調
査
お
よ
び
保
存
活
動
が
本
格
的
に
行
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
約
半
世
紀

の
あ
い
だ
続

い
た
政
治
的
混
乱
に
よ

っ
て
、
文
字
ど
お
り

の
破
壊
と
崩
壊

の
危
機
に
晒
さ
れ
た
ア
ソ

コ
ー
ル
遺
跡
群

の
現
状
が
伝
え
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
に
残
る
銃
弾
の
痕
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
考
古
学
者

た
ち

の
死
。
こ
う
し
た
混
乱
期
の
悲
劇
が
強
調
さ
れ
る

一
方
で
、
そ
れ
以
前

の
二
〇

世
紀
前
半
期
、

フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
下

で
行
わ
れ
た
ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡
の

考
古
学
を
振
り
返
る
…機
会
は
、
日
本
で
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
植

民
地
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
た
ち
が
行

っ
た
考
古
学
調
査
は
、
今
日
の
保

存
、
修
復
活
動
に
お
い
て
も
重
要
な
基
礎
的
資
料
と
し
て
役
立

っ
て
お
り
、
現

在

の
研
究
者

た
ち
も
大

い
に
敬
意
を
払

っ
て
い
る
。
「密
林
」
の
な
か
で

「廃

墟
」
と
な

っ
て
い
た
遺
跡
を
蘇
ら
せ
た
フ
ラ
ソ
ス
の
先
人
た
ち
に
、
再
び
戦
乱

の
犠
牲
と
な

っ
た
遺
跡
に
関
わ
る
自
ら

の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
研
究
者
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
遺
跡

の
現
場
で
仕
事
を
す
る
研
究
者

た
ち

が
、
植
民
地
時
代

の
考
古
学
者
た
ち
が
抱

い
て
い
た

「帝
国
主
義
的
な
」
理
念

や
政
治
的

・
制
度
的
側
面
に
ま
で
関
心
を
向
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ

う
。
本
稿

で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭

の

「植
民
地
考
古
学
」

の
理
念
と
制
度
的
側

面
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
時
代

に
開
始
さ
れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
考
古
学
を
再

検
討
し
、
近
代
的
な
政
治
と
学
問

に
翻
弄
さ
れ
た
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡

の
歴
史
を

蘇
ら
せ
て
み
た
い
。
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近
代
的
な
意
味
で
の
ア
ソ

コ
ー
ル
遺
跡

の
考
古
学
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、

一

九
〇
〇
年
代
初
頭
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
が
、

ト
ン
キ
ソ
、

ア
ソ
ナ
ン
、

コ
ー

チ
シ
ナ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
イ
ソ
ド

シ
ナ
五
国
を
植
民
地
体
制
下

に
治

め
た
時
代

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
考
古
学
調
査

の
任
務
に
あ
た

っ
た
の
は
、

一
八

九
九
年

に
イ

ン
ド

シ
ナ
総
督
府

の
武
官
部
門

に
置
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院

(け
09
Φ
h蠧
月
巴
ωΦ
α
、国
×
自
ゆ日
曾
9
δ
昌
什)
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
実
だ
け
で
も
、

考
古
学
と
植
民
地
行
政
と
の
結
び
つ
き
の
幾
ば
く
か
は
想
像
さ
れ
よ
う
。

中
国

(清
)
と

の
貿
易
で
、
イ
ギ
リ
ス
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
後
れ
を
取

っ
て
い

た
フ
ラ
ン
ス
は
、

一
八
六
二
年

に
マ
カ
オ
や
香
港
に
匹
敵
す
る
貿
易
港
を
も

つ

べ
く

コ
ー
チ
シ
ナ
を
獲
得
し
て
以
来
、
近
隣

国
と
の
領
土
問
題
に
脅
か
さ
れ
て

い
た
カ
ソ
ボ
ジ

ア
と
保
護
条
約
を

一
八
六
三
年

に
締
結
す
る
な
ど
し
て
、
着

々

と
イ
ソ
ド

シ
ナ
で
の
支
配
の
根
を
広
げ
た
。

そ
し
て

一
八
九
三
年
、
イ
ン
ド

シ

ナ
五
国
を
支
配
下

に
治
め
た

「
フ
ラ
ン
ス
領

イ
ン
ド

シ
ナ
連
邦
」
を
形
成
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
は
、
世
界
第
二
の
植
民
地
大
国
と
な
り
、
対
外
的
に
、

そ
の
政
治
的
役
割

の
重
要
性
を
誇
示
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
政
治
的
威
信

を
学
術

レ
ベ
ル
で
権
威
づ
け
た
の
が
、
現
地

に
置
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院

の
活
動
で
あ
る
。

で
は
、
旦
ハ体
的
に
、
植
民
地
体
制
下
、

ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡

の

考
古
学
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
学
問
は
、
ど
の
よ
う
な
理
念

の
も

と
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
極
東
学
院
設
立
草
創

期

の
理
念
、
す
な
わ
ち
、
植
民
地
に
フ
ラ
ソ
ス
の
研
究
機
関
を
設
置
す
る
に
あ

た

っ
て
の
政
治
学
を
詳
細
に
分
析
し
て
ゆ
く
。
イ

ソ
ド
シ
ナ
に
託
し
た

フ
ラ
ソ

ス
の
政
治
的
か
つ
学
術
的
な
野
望
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
設
立
草
創
期
の
極
東
学
院
の
理
念
を
確
認
し
た
の
ち
、
刻
々
と
変

動
す
る
植
民
地
政
策

に
翻
弄
さ
れ
た
考
古
学
調
査

の
実
態

に
焦
点
を
当
て
た
い
。

周
知

の
よ
う
に
、
植
民
地
国
家

フ
ラ
ン
ス
の

「
イ
ン
ド

シ
ナ
の
夢
」
は
、
直
ち

に
困
難

に
直
面
す
る
。
期
待
ど
お
り
の
経
済
的
効
果
は
上
が
ら
ず
、
軍
事
的
に

も
イ
ン
ド
シ
ナ
は
重
要
な
拠
点
に
は
な
り
得
な
か

っ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
を

経
て
、

一
九
二
〇
年
代
に
は
、
ア
ン
ナ
ソ

(ヴ

ェ
ト
ナ
ム
)
の
共
産
主
義
勢
力

と
の
抗
争
も
顕
在
化
し
、
政
治
的

に
も
困
難
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た
植
民
地
行
政

の
失
敗

は
、
現
地

で
の
極
東
学
院

の
活
動

に
影
響
を
与
え
ず
に

は
い
な
か

っ
た
。
と
り
わ
け
、
多
額

の
資
金
を
必
要
と
す
る
考
古
学
調
査
や
美

術
品
保
存

の
活
動
は
、
イ

ン
ド
シ
ナ
総
督
府
や
フ
ラ
ン
ス
本
国
か
ら
十
分
な
財

政
援
助
が
得
ら
れ
ず
、
や
が
て
、
極
東
学
院
は
、
学
問

の
範
囲
を
逸
脱
し
た
活

動
に
も
手
を
染
め
て
ゆ
く
。

ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡

の
考
古
学
は
、

フ
ラ
ソ
ス
の
威

信

の
高
揚
と
と
も

に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
失
墜
と
と
も
に
逸
脱

の
道
を
歩
む

の
で
あ
る
。
具
体
的
な
解
決
策
を
持
た
な

い
ま
ま

一
九
五
〇
年
代
ま
で
継
続
さ

れ
た
植
民
地
政
策

の
御
都
合
主
義

に
、

ア
ン
コ
ー
ル
の
考
古
学
は
翻
弄
さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
。
本
稿

の
後
半
部

で
は
、
直
面
す
る
政
治
的
、
経
済
的
困
難
の
な

か
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
遺
跡
を
め
ぐ

っ
て
、

い
か
な
る
成
果
と
損
失
が
も
た
ら

さ
れ
た
の
か
を
、
文
化
財
行
政
、
お
よ
び
考
古
学
的
遺
物
と
美
術
品

の
保
存
政

策

の
面
か
ら
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
。
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一

極
東
学
院
創
設
の
政
治
学

一
九
世
紀
末
期
、

フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド

シ
ナ
を
植
民
地
と
し
な
が
ら
も
、
当

地
で
の
学
術
研
究
は
、
前
近
代
的
な
段
階

に
止
ま

っ
て
い
た
。

た
し
か
に
、

フ

ラ
ン
ス
の
東
洋
学
は
早
く
か
ら
発
展
し
て
い
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
関
心
は
、

中
国
と
イ
ン
ド
に
集
中
し
て
お
り
、
イ
ン
ド

シ
ナ
地
域
が
対
象
と
な
る
こ
と
は

な
か

っ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
を
含
む
極
東
地
域
の
研
究

は
他
国
に
後

れ
を
と
り
、
「
嘆
く
べ
き
状
況
」
に
あ

っ
た
。
た
と
え
ぽ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
碑

文
研
究

は
オ
ラ
ン
ダ
人
学
者

の
手
に
よ

っ
て
、
ま
た
、

シ
ャ
ム
語

の
文
法
研
究

は
ド
イ
ッ
の
言
語
学
者
に
よ

っ
て
、
先
鞭

を

つ
け
ら
れ
る
と
い
う
屈
辱
を
味
わ

っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
脱
す
べ
く
、

一
八
九
〇
年
代

に
入

っ
て
、

フ
ラ
ソ

ス
.
ア
カ
デ
、・・
1
の
東
洋
学
者
た
ち
は
、
東

ア
ジ
ア
に
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
所
を

設
立
す
る
計
画
を
立

て
、
ま
ず
、

一
八
九

八
年
、
イ

ン
ド
学

の
権
威

シ
ル
ヴ

ァ

ソ

・
レ
ヴ

ィ

(ω
覧
く
巴
口
い
①旨

一
八
六
三
-

一
九
三
五
)
の
弟

子
に
あ
た
る

ル

イ

.
フ
ィ
ノ

(い
。
三
ω
両
言
。什L

八
六
四
-

一
九
三
五
)
を
代
表
と
す

る

「
イ
ソ

ド
シ
ナ
考
古
学
使
節

(鬘

ωωδ
口
鎚
。ほ
。一。
σqβ
⊆
Φ
山
.ぎ
α
。
-O
臣
器
)」
が
結
成
さ

れ
た
。
翌
年
、

こ
の
使
節
が
、
名
称
を

「
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
」
と
改
め
、
さ

ら
に
総
督
府
と
と
も
に
サ
イ
ゴ
ン
か
ら

ハ
ノ
イ
に
本
拠
を
移
し
て
、
恒
久
的
な

極
東
研
究

の
場
と
し
て
定
着
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
極
東
研
究

の
後
れ
を
取
り
戻

す
べ
く
設
立
さ
れ
た
学
院

は
、
当

初
か
ら
、
従
来

の
東
洋
学
と
は
異
な
る
、

フ
ラ
ン
ス
独
自

の
研
究
理
念
を
打
ち

出

す

こ

と

を

求

め

ら

れ

て

い

た
。

そ

の
理

念

を

整

理

す

る

な

ら

、

(
1

)

「
植

民

地

学

(一§Ω
ω
O
一Φ
口
O
①

O
O
一〇
昌
一鋤
一Φ
)
」

と

し

て

の
政

治

性

の

強

調

、

(
2
)

ク

ロ

ノ

ポ

リ

テ

ィ
ク

ス

に

よ

る

イ

ン
ド

シ

ナ

の

「
偉

大

な

過

去

」

の
創

生

、

(
3

)

ジ

ェ
オ

ポ

リ

テ

ィ

ク

ス
に

よ

る
新

た

な

「
極

東

」

概

念

の
創

出

、

の
三

つ
に
要

約

で
き

る
。

以

下

、

そ

れ

ぞ

れ

を

詳

細

に
検

討

し

て

ゆ

こ
う

。

(
1
)

「植
民
地
学
」
と
し
て
の
政
治
性
の
強
調

当
初
、
植
民
地
政
策

の
一
環
と
し
て
、
武
官
部
門

に
配
備
さ
れ
た

フ
ラ
ソ
ス

極
東
学
院
は
、
学
問
を
象
牙

の
塔
に
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド

シ
ナ

で
の
植
民
地
政
策

に
貢
献
す
る
実
用
的
な
機
関
と
し
て
自
ら
を
規
定
せ
ね
ぽ
な

ら
な
か

っ
た
。
初
代
学
院
院
長
と
な

っ
た
ル
イ

・
フ
ィ
ノ
は
、

一
九
〇
〇
年
、

パ
リ
で
開

か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
議
に
お
い
て
、
極
東
学
院
設

立

の
理
念
を
次

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
皆
さ
ん
も
ド
イ
ッ
東
洋
学

の
欠
点
を
適
切

に
見
抜

い
た
慧

眼

の
学
者

(ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ダ
ル
メ
ス
テ
テ
ル
、
冒
ヨ
Φ
ω
∪
穹
ヨ
①
ω什簿
9

の

こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
彼

に
よ
れ
ば
、
『
(ド
イ
ッ
東
洋
学

は
)
空
し
い
問
題
提
起
と
解
答
、
歴
史
感
覚

の
絶
対
的
欠
如

(…
…
)
に

陥

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
問
題
は
、
理
論
的
研
究
と
実
践
的
な
知

と
が
乖
離
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
(…
…
)
ド
イ

ツ
の
学
識
は
、
現
在
を
源
泉
と
せ
ず
、
真

の
現
実
と
生
を
研
究
し
て
こ
な
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か

っ
た
が
ゆ
え

に
、
過
去

の
慣
習
の
呪
縛
に
囚
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
過
去

を
知
り
、
理
解
し
、
そ
し
て
蘇
ら
せ
る
た
め
に
は
、
過
去

か
ら
続
く
現
在

を
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
。』

(…
…
)
こ

の
ジ

ェ
イ

ム
ス

・
ダ

ル
メ
ス
テ
テ

ル
の
思
想
こ
そ
が
、

フ
ラ
ソ
ス
極
東
学
院

の
将
来
を
規
定
す
る
も
の
で
あ

　
ユ

　

り

ま

す

。

当
時
の
フ
ラ
ソ
ス
知
識
人
た
ち
が
共
有
し

て
い
た
反
ド
イ

ッ
感
情
を
露
わ
に

し

つ
つ
、

フ
ィ
ノ
は
、
ド
イ
ッ
の
文
献
学
的
東
洋
学
を
批
判
す
る
。
そ
の
う
、兄

で
、
極
東

の
現
実
を
知
る
こ
と
な
く
、
本
国

で
文
献

に
耽

る
だ
け
の
東
洋
学
を

脱
皮
す
べ
く
、
学
院
が
設
立
さ
れ
た
の
だ
と
訴
・兄
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
実
践
的
な
学
と
し
て
の
東
洋
学

の
重
要
性
は
、

一
九
〇

一
-

一
九

〇
二
年

に
フ
ィ
ノ
に
代

っ
て
学
院

の
院
長
代
理
を
務

め
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

.
フ

ー
シ
ェ

(≧
時
Φ傷
国
O
⊆O
げΦ
H=

八
六
五
ー

一
九
五
二
)
に
よ

っ
て
、
さ
ら

に
先
鋭

化
さ
れ
て
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
〇
二
年
に

ハ
ソ
ブ

ル
ク
で
開
催
さ

れ
た
国
際
東
洋
学
者
会
議
に
お
い
て
、

フ
ー

シ
ェ
は
、
会
議

の
主
催
者

の
方
針

を
批
判
し
た
。
こ
の
年
の
会
議
は
、
東
洋
学

を
政
治
的
か

つ
経
済
的
利
益
に
関

与
し
な
い
学
問
と
す
べ
く
、
植
民
地
政
策

に
抵
触
す
る

「政
治
、
経
済
、
そ
し

て
宗
教
的
な
問
題
の
議
論
を
回
避
」
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ー
シ

ェ
は
こ

う
反
論
す
る
。

厄
介
な
問
題
に
関
し
て
口
を
開

か
な

い
限
り
に
お
い
て
何

で
も
話
せ
る

と
い
う
規
則

(…
…
)。
こ
の
規
則
が
、
こ
れ
ま
で
全

て
の
議
論

を
権
威

づ
け
て
き
た
。
真

に
学
術
的
で
利
益
に
関
与
し
な
い
こ
と
が
学
問
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
(…
…
)
し
か
し
、
こ
れ

で
は
、

ハ

ン
ブ

ル
ク
会
議

は
無
意
味
な
も
の
と
な
ろ
う
。
植
民
地
各
国
が
門
戸
を
開

放
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
東
洋
学
者
が
、
植
民
地
問
題
に
関
心
を
も

つ

　
　

　

こ
と

が

求

め

ら

れ

て

い
る

の
だ

。

フ
ー
シ
ェ
は
、
「政
治
や
利
益

に
関
与
し
な
い
」
学
問
を
、
植
民
地
時
代

に

あ

っ
て
は
無
意
味
と
し
た
。
植
民
地

に
じ

っ
さ
い
に
足
を
踏
み
入
れ
、
当
地

の

現
状
に
介
入
す
る
実
践
的
な

「植
民
地
学
」
と
し
て
新
た
な
極
東
学
を
切
り
拓

く
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
二
〇
世
紀

の
フ
ラ
ソ
ス
東
洋
学
の
掲
げ
る
理
念
で
あ
り
、

創
設
当
初

の
極
東
学
院

の
目
的
と
な

っ
た
。

(2
)

ク
ロ
ノ
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
に
よ
る

「偉
大
な
過
去
」
の
創
生

学
院
創
設
時

の
院
長
で
あ

っ
た

フ
ィ
ノ
と
フ
ー
シ
ェ
の
主
張
を

一
言

で
い
う

な
ら
、
「現
在
に
政
治
的
介
入
を
す
る
こ
と
で
、
過
去

の
栄
光
を
蘇
ら
せ
る
」

と
い
う
態
度
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
た
ち
は
、
中
国

や
イ
ン
ド
を
含
む
ア
ジ

ア
の
現
状
を

一
様

に

「堕
落
」
と
位
置
づ
け
、
原
住
民

に

「過
去

の
栄
光
」
と

「伝
統
」
を

「教
育
す

る
」
こ
と

で
、
現
状

の

「堕

落
」
と

「停
滞
」
を
打
破
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
確
信
し
て
い
た
。
先
に
見
た

一
九
〇
〇
年

の
フ
ラ
ソ
ス

・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
議

で
の
報
告

に
お
い
て
、

フ
ィ
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ノ
は
、
学
院
創
設

に
至

っ
た
経
緯

に
触
れ
て
、

こ
の
点
に
言
及
し
て
い
る
。

イ
ン
ド

シ
ナ
の
過
去
に
関
心
を
持

つ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
は
、
イ

ン
ド

シ
ナ
植
民
地

に
お
い
て
、
歴
史
研
究

の
伝
統
が
完
全

に
失
わ
れ
て
し

ま

っ
た
事
実
を
嘆
き
、
現
地
に
文
献
学
者
を
常
駐
さ
せ
よ
う
と
思

い
立
ち

ま
し
た
。
(…
…
)
原
住
民

に
、
サ
ソ

ス
ク
リ

ッ
ト
語

と
パ
ー
リ
語
、
さ

ら
に
、
イ
ソ
ド
に
起
源
を
も

つ
文
明
の
研
究
に
必
要
不
可
欠
な
考
古
学
と

　
ヨ

　

宗
教
史
学
を
伝
授
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
し
た
。

植

民

地

支

配

者

で
あ

る
西

欧

人

の
手

に

よ

っ
て
、

原

住

民

が

喪

失

し

た

過

去

を

思

い
出

さ

せ

る

こ

と

、

フ
ラ

ン

ス
極

東

学

院

設

立

に
関

わ

っ
た
東

洋

学

者

た

ち

は
、

自

ら

の
使

命

を

こ
う

位

置

づ

け

て

い
た

。

彼

ら

は

西

欧

の
伝

統

と

も

い

、兄
る

「
文

明

教

化

の
使

命

(一動
b
ρ
一ω
ω
一〇
コ
O
一く
目
一ω
鋤
け『
一〇
Φ
)
」

の
も

と

に
東

洋

学

を

位

置

づ

け

、

そ

れ

が

、

フ

ラ

ソ

ス

の
植

民

地

政

策

に
貢

献

し

う

る
も

の
で

あ

る

と

自

覚

し

て

い

た

の
で
あ

る
。

た

と

え

ば

、

フ
ラ

ン

ス

・
ア

カ
デ

ミ

ー

の

一
員

で
、

東

洋

学

の
権

威

で
あ

っ
た

エ
ミ

ー

ル

・
セ

ナ

ー

ル

(国
巨

冨

ω
Φ
蠧

拝

一
八

四
七
-

一
九

二
八
)

は

、

フ

ィ

ノ

に
次

の

よ

う

な
激

励

の
手

紙

を

送

っ
て

い

る
。

あ
る
ひ
と

つ
の
国
を
統
治
す
る
に
は
、

(…
…
)
そ
の
国
に
、
自
ら

の

偉
大
な
過
去

へ
の
敬
意
を
呼
び
起
こ
さ

せ
る
こ
と
が
も

っ
と
も
効
果
的
な

　
　

　

方

法

で

し

ょ
う

。

過

去

や

伝

統

を
思

い
出

す

こ

と

で
イ

ン
ド

シ

ナ

は
、

現

状

の

「
堕

落

」

を

脱

し

、

「
大

仏

帝

国

(い
蝉

コ
ニ
ω
O
蠢

巳

Φ

「
鑓
昌
8

…
大

英
帝

国

を
も

じ

っ
て
当

時

の

フ
ラ

ン

ス
を

こ
う
呼

ぶ

も

の
も

い
た
)
」

の

一
員

と

な

り

う

る

と

セ

ナ

ー

ル

は
確

信

し

て

い
た

の

で
あ

っ
た

。

フ

ィ

ノ
自

身

も

、

一
九

〇

八
年

の

コ
レ

ー

ジ

ュ

・

ド

・
フ

ラ

ン

ス

で

の
就

任

演

説

に

お

い

て
、

「
政

治

は
力

で
あ

り

、

オ

リ

エ

ン

ト

に
お

い

て

は

、

と

く

に
、

過

去

こ

そ
が

、

も

っ
と

も

強

大

な
力

な

の

で
す

」

　
　

　

と
語
り
、
過
去
を
掘
り
起

こ
し
、
過
去

の
栄
光
を
蘇
ら
せ
る
学
問
と
、
「堕
落

し
た
現
在
」
に
介
入
す
る
植
民
地
政
策
と
が
深
い
関
係

に
あ
る
こ
と
を
表
明
し

て
い
た
。
考
古
学
や
歴
史
学
と
い
う
デ

ィ
シ
プ
リ
ン
に
よ

っ
て
、
現
地
の
政
治

に
寄
与

で
き
る
こ
と
を
は

っ
き
り
と
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(3
)

ジ

ェ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
新
た
な

「極
東
」
概
念
の
創
出

過
去
と
現
在

の
歴
史
に
関
与
す
る
ク

ロ
ノ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
、
「
原
住
民

の

教
育
」
と
い
う
植
民
地

に
お
け
る

「内
向
き
」

の
政
策
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
、

ジ

ェ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
は
、
東

(南
)
ア
ジ
ア
に
植
民
地
を
獲
得
し
た

フ
ラ
ン

ス
が

「外
向
き
」
に
、
植
民
地
の
政
治
的
か
つ
学
術
的
な
意
義
を
訴
え
る
目
的

の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
が
東

ア
ジ

ア
に
植
民
地
を
持

つ
意
味
は
、

当
初
、
中
国
と
の
交
易

ル
ー
ト
の
確
保
や
、

コ
ー
チ
シ
ナ
や
ア
ン
ナ
ン
で
の
ゴ

ム
な
ど
の
天
然
資
源
か
ら
得
る
経
済
的
効
果
の
期
待
も
あ

っ
た
が
、
最
大
の
意

義
は
、
東

ア
ジ
ア
の
広
大
な
領
域
と
多
数

の
臣
民
を
抱
え
る
と
い
う
事
実
に
よ
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っ
て
、
西
欧
列
強
国
の
な
か
で
、

フ
ラ
ソ
ス
が
、
世
界
各
地
に
植
民
地
を
も

つ

大
国
と
し
て
、
威
信
と
重
み
を
有
し
、
外
交

政
策
を
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
政
治
的
な
理
由
に
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
極
東
学
院
の
学
術
活

動
も
、
植
民
地
政
策
と
同
じ
く
、
象
徴

レ
ベ

ル
で
の
威
信
を
獲
得
し
、
国
際
的

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
。
イ

ン
ド

シ
ナ
を
含
む
東

ア
ジ
ア
地
域

の

学
問

の
重
要
性
を
明
確

に
打
ち
出
さ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
極
東
学
院
は
、

フ
ラ
ソ
ス
独
自

の

「極
東
」
概
念
を
創
出
し
て
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
を
拠
点
と
す
る
考
古
学
研
究

の
意
義
を

「創
出
」
な
い
し

「捏
造
」
し
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
学
院
は
、
調
査

の
地
理
的
範
囲
を
イ
ソ
ド

シ
ナ
に
限
定
せ
ず
、
極
東

全
域

に
亘

る
こ
と
を
宣
言

し
た
。
ル
イ

・
フ

ィ
ノ
に
よ
れ
ぽ
、
「極
東
学
院

の

研
究
領
域
は
極
め
て
広
大
で
あ
る
。
イ
ソ
ド

シ
ナ
半
島

の
み
な
ら
ず
、
イ

ン
ド

　
ど

　

を
含
む
極
東
全
域
を
研
究
領
域
と
し
て
包
含

す
る
も
の
で
あ
る
。
」
彼

の
主
張

は
、
極
東
学
院

の
前
身
で
あ
る

「
イ
ソ
ド
シ
ナ
考
古
学
使
節
」
設
置
に
関
す
る

法
令

(
一
八
九
八
年

一
二
月

一
五
日
)
に
よ

っ
て
、
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
。

第

二
条

(イ
ソ
ド
シ
ナ
考
古
学
使
節
が
)
目
的
と
す
る
の
は
、
ま
ず
、

イ
ン
ド

シ
ナ
半
島

の
考
古
学
的
発
掘
と
文
献
学
的
調
査
を
行
い
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
て
、
そ
の
歴
史
と
建
造
物
を
把
握
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
や
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

の
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
近
隣
の

　
マ

　

諸
地
域

の
研
究
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ

る
。

イ
ソ
ド
と
中
国
を
含
む
広
大
な
ア
ジ
ア
を
す
べ
て
研
究
対
象
と
す
る
と
い
う

こ
の
宣
言
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る

フ
ラ
ソ
ス
東
洋
学

の
重

要
性
を
内
外

に
伝
え
る
目
的
を
も

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
当
初
、

フ
ラ
ソ
ス
の

東
洋
学
者
た
ち
は
、
中
国

か
イ

ン
ド
に
、
現
地

の
研
究
機
関
を
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ソ
ド
を
植
民
地
と
し
、
イ
ソ
ド
学
を
牽
引
し
て

い
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
大
国
に
研
究
所
を
設
置
し
て
、
東
洋
学
の
覇
権
も
握

り
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
的
に
は
、
植
民
地

と
し
た
イ
ン
ド

シ
ナ
に
、
学
院
を
設
置
す
る
ほ
か
選
択
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、

フ
ラ
ソ
ス
の
東
洋
学
者
た
ち
は
、
学
院

の
設
置
に
あ
た

っ
て
、
イ
ン
ド

シ

ナ
の
地
理
的
か
つ
歴
史
的
利
点
を
特
筆
大
書
し
て
、
内
外

に
伝
え
ね
ば
な
ら
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
次
の
よ
う
な
論
理
に
辿
り
着
く
。
イ
ソ
ド

シ
ナ

は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
イ
ソ
ド
と
中
国
の
中
間
に
あ
り
、
両
大
国
の
研
究
に

好
都
合
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド

シ
ナ
研
究

の
た
め
に

は
、
イ

ン
ド
と
中
国
を
研
究

せ
ね
ぽ
な
ら
ず
、
ゆ
え
に
、

ア
ジ
ア
全
域
を
総
合

的
に
研
究
す
る
場
と
し
て
、
イ

ン
ド
シ
ナ
ほ
ど
適
し
た
場
は
な
い
、
と
主
張
す

る
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ノ
は
、
こ
の
論
理
を
次

の
よ
う
な
言
葉

で
説
明
し
て
い
る
。

イ
ン
ド

シ
ナ
は
、
己
自
身

に
よ
っ
て
は
、
決
し
て
説
明
さ
れ
え
な
い
。

こ
の
地
は
、
民
族
と
文
明

の
合
流
地
点

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
源
泉

に
溯

ら
ず
に
は
、
決
し
て
理
解
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ム
と
ビ
ル
マ
な
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し
に
ラ
オ
ス
を
研
究
し
え
な
い
し
、

イ
ン
ド
な
し
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
理
解

し
え
な
い
。
ま
た
、
中
国
な
し
に
ア

ン
ナ
ン
を
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
し
で
チ

ャ
ン
パ
を
研
究
す
る
こ
と
な
ど
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
極
東
は

ひ
と

つ
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
極
東
全
体
が
、
学
院

の
研
究
範
囲
と

　
　

　

な
ら
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
だ
。

フ
ィ
ノ
は
、
「
イ
ン
ド

シ
ナ
」
を
、
中
国

と
イ

ン
ド
と

い
う
二
大
文
明

の
狭

間
、
す
な
わ
ち
文
明

の

「辺
境
」

に
位
置

し
た
が
ゆ
え
に
、
両
文
明
を
総
合
的

に
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
規
定

し
た
。
こ
の
言
葉

(
一
九
〇
〇
年
)

は
、
発
言
さ
れ
た
状
況
が
異
な
る
と
は
い
え
、
奇
妙
な
ほ
ど
、
岡
倉
天
心

の

「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
と

い
う

『東
洋

の
理
想
』
(
一
九
〇
三
年
)
の
主
張
に
似

て
い
る
だ
ろ
う
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
岡
倉
が
、
近
代

ア
ジ

ア
の

(文
化
的
、
か

つ
、
学
術
上
の
)
中
心
と
し
て
日
本

の
重
要
性
を
訴
え
る
べ
く
創
り
上
げ
た
ア

ジ
ア
の
歴
史
的
枠
組
み
を
、
極
東
学
院

の
院
長
は
、
イ

ン
ド

シ
ナ
を
基
点
と
し

て
練
り
上
げ

て
い
た
。
こ
こ
で
、
私
た
ち

は
、

フ
ラ
ソ
ス
が
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
に

た

め

ら

学
院
を
設
置
す

る
際
、
躊
躇

わ
ず

「極
東

(国
×
茸
⑪
日
曾
〇
二
Φ
耳
)」

の
名
を
冠

し
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今

日
、
「極
東
」
と
い
う
言
葉

は
、
中

華
人
民
共
和
国
と

ロ
シ
ア
の
東
部
か
ら
、
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、
大
韓

民
国
、
日
本
に
か
け
て
の
地
域
を
指
す

の
が

一
般
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
本

で
は
、
そ
れ
を

「東
ア
ジ
ア
」
と
置
き
換
え

て
使
用
す
る
こ
と
も
多

い
。
通
常
、

旧

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド

シ
ナ
地
域
に
は
、
「東
南

ア
ジ

ア
」

の
名
称
が
与
え
ら

れ
、
「東

ア
ジ

ア
」
と
の
文
明
圏

の
差
が
際
立
た
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本

で
は
、
「極
東
」
お
よ
び

「東

ア
ジ
ア
」
と

い
う
名
称

の
も
と
に
、
ヴ

ェ
ト
ナ

　
　

　

ム
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
を
想
起
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀

初
頭

の
フ
ラ
ン
ス
は
、
あ
え
て

「
極
東
」
と
い
う
言
葉
と
概
念
を
イ
ン
ド
シ
ナ

に
適
用
し
、
ア
ジ

ア
文
明
の
総
合
的
研
究

の
場
と
し
た
。
こ
こ
に
、
イ
ン
ド

シ

ナ
を
足
場
に
、
極
東
、
さ
ら
に
は
、
ア
ジ
ア
全
体

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
威
信

を
国
際
的

に
顕
示
し
よ
う
と
す
る
誇
大
妄
想
的
な
ジ

ェ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

二

植
民
地
学
と
し
て
の
考
古
学
、
現
地
調
査

の
実
態

以
上

の
よ
う
な
政
治
的

か
つ
学
術
的
な
理
念
を
掲
げ
な
が
ら
出
発
し
た
フ
ラ

ン
ス
極
東
学
院
で
あ

っ
た
が
、
現
地
調
査
の
実
態
は
、
絵
空
事

の
政
治
的
な
理

念
と
は
か
け
離
れ
た
、
苛
酷
極
ま
り
な
い
苦
難

の
連
続
で
あ

っ
た
。
当
然
な
が

ら
、
初
期

の
調
査
活
動
は
、
文
献
学

に
し
ろ
、
考
古
学
に
し
ろ
、
基
礎
的
な
作

業

か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
極
東
学
院
の
調
査

に
動
員
さ
れ
た

の
は
、
院
長

の
ル
イ

・
フ
ィ
ノ
を
除
け
ば
、
実
務
作
業

に
従
事

で
き
る
技
師
や

建
築
家
が
大
半

で
あ
り
、
東
洋
学

の
知
識
を
も

つ
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
。
す
で
に
武
官
と
し
て
イ
ン
ド

シ
ナ
入
り
を
し
て
い
た
将
校
や
行
政
官
、

あ
る
い
は
パ
リ
や
北
ア
フ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た
建
築
技

師

に
よ
っ
て
、

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
調
査
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ぽ
、

一
九
〇
〇
、

一
九
〇
四
、

一
九
〇
七
年

の
三
度
に
亘

っ
て
、
イ
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ン
ド

シ
ナ
全
域
の
遺
跡

の
目
録
化
作
業
と
い
う
基
礎
的
な
仕
事
を
行

っ
た
リ

ュ

ネ

・
ド

・
ラ
ジ

ョ
ン
キ

エ
ー
ル
(い
二
昌Φ
什
側
Φ
い
鋤Uo
昌
ρ巳
01目ρ
一
八
六

一
1
り
・)
は
、

一
八
七
九
年

に
イ

ソ
ド
シ
ナ
入
り
を
し
た
植
民
地
歩
兵
団

の
一
員
で
あ

っ
た
。

現
地

の
地
理
と
治
安

に
精
通
し
た
彼
は
、
未
踏
査

の
遺
跡

の
記
録
作
業
に
適
任

の
人
物
で
は
あ

っ
た
。
ド

・
ラ
ジ

ョ
ソ
キ

エ
ー
ル
の
目
録
化
作
業
と
並
行
し
て
、

学
院
は
、
特
定

の
重
要
な
遺
跡

の
測
量
や
平
面
図

の
作
成

の
た
め
に
新
た
な
調

査
員
を
派
遣
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
も
、
本
国
で
東
洋
学
を
修
得

し
た
研
究
者

は
ひ
と
り
も
い
な
か

っ
た
。

一
九
〇
五
年
に
極
東
学
院

の
考
古
学
部
長
と
な
る

ア
ソ
リ

・
パ
ル
マ
ソ
テ
ィ
エ
(=
Φ
づユ
℃
霞
日
Φ昌
岳
①び
一
八
七

一
i

一
九
四
九
)
は
、

パ
リ
美
術
学
校
建
築
科
出
身

(
一
八
九

一
年
)
の
建
築
家

で
あ
り
、
す
で
に
、

チ

ュ
ニ
ジ
ア
の
建
築
局
で
五
年
間
働
き
、
現
地

の
寺
院

の
修
復
や
改
装

に
従
事

し
て
い
た
。
植
民
地
経
験
を
も

つ
建
築
技
師

と
い
う
実
践
派
と
し
て
、
パ
ル
マ

ン
テ
ィ
エ
は
学
院

に
迎
え
ら
れ
た
の
だ

っ
た
。

一
九
〇

一
年

か
ら

一
九
〇
四
年

に
か
け

て
、
バ

ヨ
ソ
遺
跡

の
平
面
図

の
作
成
と
写
真
撮
影
を
行

っ
た

シ
ャ
ル

ル
・
カ
ル
ポ
ー
(O
げ
錠
δ
ω
O
鋤
壱
Φ①
ロ
L

八
七
〇
-

一
九
〇
四
)
と
ア
ン
リ

・
デ

ュ

フ
ー
ル
(=
Φ皀

O
鼠
○
葺

一
八
七
〇
l
P
)
も
、
東
洋
学

の
知
識
を
も
た
な
い
技

術
者
だ

っ
た
。
彫
刻
家
ジ

ャ
ン
ーー
バ
テ

ィ
ス
ト

・
カ

ル
ポ
ー
の
息
子

シ
ャ
ル

ル
・
カ
ル
ポ
ー
は
、
父
親

の
作
品
管
理

の
た

め
、
ト

ロ
カ
デ

ロ
の
比
較
彫
刻
博

物
館

で
技
術
者
と
し
て
働

い
て
い
た
。

一
九
〇

一
年

に
、
極
東
学
院

の
短
期
実

習
生
と
し
て
イ
ソ
ド

シ
ナ
入
り
し
た
彼
は
、
写
真
技
師
と
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
調

査

に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
行
動
を
と
も
に
し
た
デ

ュ
フ
ー
ル
は
、

カ
ン
ボ
ジ

ア

の
建

築

視

察

官

で
あ

っ
た

。

一
九

〇

八
年

、

学

院

は

、

ア

ソ

コ
ー

ル
地

区

の
調

査

を

専

門

と

す

る

「
ア

ソ

コ
ー

ル
保

存

事

務

所

(O
O
昌
ω
Φ
『
〈
鋤
鉱
O
昌

伍
、〉
づ
ひq
評
O
同
)
」

を

プ

ノ

ソ

ペ

ソ

に
設

置

し

、

初

代

保

存

官

に

ジ

ャ

ン

・

コ

マ
イ

ユ

(冨
き

O
。
日
鋤
一一一ρ

一
八
六

八
-

一
九

一
六

)

を
任

命

し

た
。

彼

も

ま

た
、

東

洋

学

と

考

古

学

、

い
ず

れ

の
教

育

も

受

け

て

い

な

い
。

コ

マ
イ

ユ
は
、

一
八

九

六

年

に

イ

ン
ド

シ
ナ

入

り

し

た

カ

ソ
ボ

ジ

ア
警

備

隊

の

一
員

で
あ

り

、

学

院

の
経

理

と
警

備

を

任

さ

れ

て

い

た
。

コ

マ

イ

ユ
は
、

一
九

一
六
年

、

労

働

者

へ
の
給

料

の
運

搬

途

中

、

暴

漢

に
襲

わ

れ

殺

害

さ

れ

る

。

彼

の
死

後

、

ア

ソ

コ
ー

ル
保

存

官

に
任

命

さ

れ

た

の

は

ア

ン
リ

・

マ

ル

シ

ャ

ル

(=
①
霞

=
≦
霞

O
冨

一"
一
八
七

六

-

一
九

七

〇
)

で

あ

る

が

、

彼

も

、

デ

ュ
フ

ー

ル
と

同

様

、

カ

ソ

ボ

ジ

ア
建

築

視

察

官

と

し

て

一
九

〇

五

年

に
イ

ン

ド

シ
ナ

入

り

し

た
建

築

科

出

身

の
技

官

で
あ

っ
た

。

マ

ル

シ

ャ

ル

と

と

も

に

ア

ン

コ

ー

ル
遺

跡

の
保

存

活

動

を

し

た

ジ

ョ

ル

ジ

ュ

・
グ

ロ

リ

エ

(0
8

饋

Φ

0
8
瓮

①
ユ

八

八
七

ー

一
九

四

五
)
は
、

独

特

の
経

歴

の
持

ち

主

で

あ

っ
た

。

一

九

一
七

年

、

プ

ノ

ン

ペ

ン

の
カ

ン
ボ

ジ

ア
美

術

部

局

長

と

な

っ
た
彼

は

、

カ

ン

ボ

ジ

ア
美

術

工
芸

の
実

技

指

導

に
従

事

す

る

任

務

を

負

っ
て

い

た
。

一
九

二
〇

年

、

極

東

学

院

博

物

館

の

「
ク

メ

ー

ル
美

術

部

門

」

を

独

立

さ

せ
、

ア

ル

ベ

ー

ル

・
サ

ロ
ー
博

物

館

を

創

設

す

る

の

に
尽

力

し

て

い

る

。

カ

ン
ボ

ジ

ア
行

政

官

を

父

に
も

つ
彼

は

、

カ

ン
ボ

ジ

ア

で
生

ま

れ

た
最

初

の
世

代

の

フ
ラ

ソ

ス
人

で
、

幼

年

期

は
、

母

親

と

と

も

に

パ

リ

に
戻

っ
て
教

育

を

受

け

た
。

一
九

〇

八
年

に

パ

リ

の
美

術

学

校

に
入

学

し

、

ロ
ー

マ
賞

第

二
位

を

受

賞

し

て

い
る

。

一
九

一
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○
年
、
再
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
戻

っ
た
彼
は
、

一
九

一
八
年

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
美
術

局
部
長

に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
極
東
学
院
の
設
立
草
創
期
、

ア
ン
コ
ー
ル
の
考
古
学
調
査

に

従
事
し
た
の
は
、
東
洋
学
、
考
古
学
、
美
術
史
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
通
じ
て
い

な
い

「
ア
マ
チ

ュ
ア
」

で
あ

っ
た
。
む
ろ
ん
、
実
測
や
写
真
記
録
、
さ
ら

に
は

復
旧
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
い
う
初
期

の
調
査
に
お
い
て
は
、
建
築
技
術
な
ど

の
専
門
的
知
識
が
不
可
欠

で
あ
り
、
技
術
者

な
し
で
考
古
学
調
査
を
遂
行
で
き

な
い
。
し
か
し
、
東
洋
学

の
知
識
の
な
い
技

術
畑

の
学
院
建
築
技
師
冂
考
古
学

者
は
、
技
術
的
知
識
の
な

い
本
国
の
東
洋
学

エ
リ
ー
ト
た
ち
と

の
あ

い
だ
に
、

解
消
し
え
な
い
距
離
と
深
い
溝
を

つ
く

っ
た

に
違

い
な
い
。
じ
じ

つ
、
本
国
に

お
い
て
、
学
院

の
調
査
員
を
募
集
す
る
際
、
候
補
者
と
な

っ
た
建
築
家
た
ち
の

東
洋
学
的
知
識

の
欠
如
を
、
本
国
の
東
洋
学
者
た
ち
は
い
つ
も
嘆
い
て
い
た
。

院
長

の
フ
ィ
ノ
は
、

パ
リ
で
候
補
者
と
面
会

し
た
あ
と
、
次

の
よ
う
な
不
満
を

も
ら
し
て
い
る
。

(…
…
)
私
は
そ

の
候
補
者

に
、
イ

ン
ド
シ
ナ
と

い
う
国
が
存
在

し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
考
古
学
と
い
う
学
問
が
あ
る
こ
と
を
、
教
え
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

は
い
ず
れ
も

知
ら
な
か

っ
た

の
で
す
。
(…
…
)

美
術
学
校
が
候
補
者
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
い
つ
も
こ
う
し
た
ど
う
し
よ

う
も
な
い

エ
リ
ー
ト
ば
か
り
で
す
。
今

し
ば
ら
く
、
こ
の
状
況

に
我
慢
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
原
住
民
を
募

集

す

る

ほ
う

が

、

　む
　

き

っ
と
役

に
立

つ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
イ
ン
ド

シ
ナ
で
建
築
技
師
凵
考
古
学
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始

し
た
も

の
た
ち
は
、
現
地
経
験
に
よ

っ
て
、
ア

マ
チ

ュ
ア
か
ら
東
洋
学
者

へ
と

成
長
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
。
現
場
た
た
き
上
げ

の
東
洋
学
者
と
い
う
新
た

な
地
位
を
築
く
こ
と
、
そ
れ
が
彼
ら

の
栄
誉

へ
と
つ
な
が
る
は
ず

で
あ

っ
た
。

一
九

一
八
年
、
学
院
の
考
古
学
部
長
と
院
長
代
理
を
兼
任
し
た
パ
ル
マ
ン
テ
ィ

エ
は
、
雑
誌

『建
築

(≧

皀

§

毎

Φ)』

に
お
い
て
、
本
国
の
建
築
家
志
望

の

学
生

に
、
考
古
学
を
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
「
フ
ラ
ソ
ス

に
お
い
て
、
建
築
家
と
し
て
の
夢
を
果
た
せ
ず

に
い
る
不
遇
な
建
築
家
」
で
も
、

　　
　

イ

ソ
ド
シ
ナ
で
栄
誉
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
説

い
た
の
で
あ
る
。

本
国
で
は
到
底
得
ら
れ
ぬ
地
位
を
植
民
地
に
お
い
て
手
に
入
れ
る
、
こ
の
現
地

研
究
者

の
夢
も
ま
た
、
学
院
が
植
民
地
学

の
実
践

の
場
だ

っ
た
こ
と
を
私
た
ち

に
教
え
て
く
れ
る
。

三

イ

ソ
ド

シ
ナ
に
お
け
る

「文
化
財
法
」

の
整
備

一
方
、
現
地

に
派
遣
さ
れ
た
作
業
員

の
実
状
と
は
対
照
的
に
、
遺
跡
調
査
を

統
括
す
る
法
的
枠
組
み
は
、

フ
ラ
ン
ス
本
国
と
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府

の
協
調

の

も
と
に
、
き
わ
め
て
組
織
的

に
展
開
さ
れ
た
。

ま
ず
、

一
九
〇
〇
年
、

フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院

に
よ
る
イ
ン
ド

シ
ナ
の
考
古
学

調
査

の
開
始
に
あ
た

っ
て
、
調
査
活
動
を
保
障
す
る
法
令
が
イ

ン
ド

シ
ナ
総
督
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に
よ

っ
て
布
告
さ
れ
て
い
る
。
「
イ
ソ
ド

シ
ナ
の
歴
史
的

・
美
術
的
価
値
を
有

す
る
建
造
物
と
遺
物
の
保
存

に
関
す
る
法
令

」
で
あ
る
。
第

一
条

に
お
い
て
、

極
東
学
院
が
歴
史
的
遺
物

の
指
定

の
責
任
を
負
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

歴
史
的
、
あ
る
い
は
美
術
的
な
観
点

か
ら
、
そ
の
保
存
が
公
共
の
利
益

と
な
る
自
然
ま
た
は
人
為
的
不
動
産
を
指
定
す
る
こ
と
。
指
定
は
、

フ
ラ

ン
ス
極
東
学
院

の
院
長
と
の
協
議

の
も

と
、
イ
ン
ド

シ
ナ
上
級
評
議
員
常

任
委
員
会

の
審
議
を
経
て
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
総
督
の
法
令
布
告
に
よ

っ
て
行

　ね
　

わ
れ
る
。
指
定
除
外
も
、
同
様
の
手
続
き

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
。

「
歴
史
的
建
造
物
」
を
指
定
し
た
う
え
で
、

学
術
調
査
と
保
存
活
動
を
行
う
と

い
う
発
想
は
、
す
ぐ
れ
て
フ
ラ
ン
ス
的
な
も

の
で
あ

っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
考

古
学
を
す
で
に
展
開
し
て
い
た
オ
ラ
ソ
ダ
も
、
法
的
な
指
定
作
業
は
行

っ
て
お

ら
ず
、

フ
ラ
ソ
ス
に
倣

っ
て
、
た
だ
ち
に
同
種

の
方
法
を
適
用
し
た
。

フ
ラ
ン

ス
の
流
儀

に
は
、
お
そ
ら
く
、
本
国

の
事
情
が
反
映
さ
れ
て
も

い
る
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
は
、

一
八
世
紀
末

の
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
、
王
宮
な
ど

の

王
統
派
建
造
物
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

に
対
す

る
破
壊
行
為
が
頻
繁
と
な
り
、
破

壊
防
止

の
た
め
、
「歴
史
的
建
造
物
」
指
定

に
よ

っ
て
建
造
物
を
国
家
管
理
す

る
方
法
が
有
効
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
浸
透

し
て
い
た
。
イ
ソ
ド

シ
ナ
に
極
東

学
院
が
設
置
さ
れ
た
二
〇
世
紀
初
頭
は
、
折

り
し
も
、
「国
教
分
離
」
の
時
代

に
さ
し
か
か
り
、
名
も
な

い
教
会
や
修
道
院

が
保
護
を
得
ら
れ
ず
、
崩
壊
と
破

壊

の
憂

き

目

に
遭

っ
て

お

り
、

カ

ト

リ

ッ
ク
教

会

の
保

護

が

、

フ
ラ

ン

ス

の
考

　お
　

古
学
者
や
美
術
史
家
の
課
題
と
も
な

っ
て
い
た
。
お
国
事
情
を
反
映
し
た
文
化

財
保
護
法
が
同
時
代
の
イ
ソ
ド

シ
ナ
に
も
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

極
東
学
院

の
創
設
と
時
を
同
じ
く
し
て
発
布
さ
れ
た
こ
の
法
令
は
、
以
後

の

イ
ソ
ド

シ
ナ
考
古
学

の
方
針
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
べ
き
は
、
歴
史
的
建
造
物

の
指
定
が
、
総
督
と
学
院
院
長

の
二
人

の
合
意

に

よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、

つ
ま
り
、
実
質
的
に
は
、
学
院

の
院
長

の

判
断
に
よ
り
、
調
査
保
存
さ
れ
る
べ
き
遺
跡
が
決
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
法
令

に
よ

っ
て
、
学
院
は
、
速
や
か
、
か
つ
独
占
的

に
、
「歴
史
的

あ
る
い
は
美
術
的

に
重
要
な
」
遺
跡
を
指
定
し
、
学
術
調
査

に
乗
り
出
す
こ
と

が
可
能
と
な

っ
た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
法
令

の
も
と
、
ド

.
ラ
ジ

ョ

ソ
キ

エ
ー
ル
は
、
遺
跡
目
録
作
成

の
任
務
を
負
い
、

フ
ィ
ノ
と
と
も
に
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
遺
跡
を
踏
査
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
全
三
巻

の

『
カ
ン
ボ
ジ
ア
建
造

物

の
記
述
目
録
』
(
一
九
〇
二
、

一
九
〇
七
、

一
九
〇
八
年
)
に
ま
と
め
ら
れ
て

　
ぬ
　

い
る
。
登
録
さ
れ
た
遺
跡
は
、
ア
ソ
コ
ー
ル
地
区
だ
け
で
、
二
七
〇
件
に
及
ぶ

詳
細
な
記
録
と
な

っ
た
。

遺
跡

の
目
録
化
と
と
も
に
、
極
東
学
院
は
、
現
地
に
博
物
館
を
設
置
す
る
作

業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

一
九
世
紀
半
ば
以
降
、

フ
ラ
ソ
ス
は
度
々
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
の
調
査
を
行

い
、
多
数

の
古
美
術
品
を
フ
ラ
ン
ス
に
持
ち
帰

っ
た
り
、

植
民
地
内

の
高
級
官
僚

の
邸
宅

に
持
ち
込

ん
だ
り
し
て
い
た

(図
1
)。
こ
う

し
た
状
況
で
は
、
十
分
な
管
理
が
行
え
な
い
と
判
断
し
た
フ
ィ
ノ
は
、
学
院
管
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理
に
よ
る

「
イ
ソ
ド

シ
ナ
博
物
館
」
を
創

設
し
、
散
在
し
た
重
要
な
文
化
財
を

収
集
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
彼
は
、

一
九
〇

一
年

に
サ
イ
ゴ
ン
の
総
督
府

内

に
文
化
財

の
収
蔵
施
設
を
設
け
た
。
翌
年
、
総
督
府

の
移
動
と
と
も
に
、

ハ

ノ
イ

に
施
設
を
移
し
、
収
集
を
本
格
化
さ

せ
る

(図
2
、
3
)。

一
九
〇
五
年

に
は
、
収
蔵
品

の
な
か
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
関
連

の
考
古
学
的
遺
物
と
古
美
術
品

を
プ
ノ
ソ
ペ
ン
に
移
し
、
学
院
の
イ
ン
ド

シ
ナ
博
物
館

の

「
ク
メ
ー
ル
古
美
術

セ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
た
。
こ
れ
が
母
体
と
な
り
、

一
九

一
九
年
、

カ
ン
ボ
ジ
ア

国
王

の
出
資
に
よ
り

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
博
物
館
」

(
一
九
二
〇
年
に
名
称
を

「
ア
ル

ベ
ー
ル
・
サ
ロ
ー
博
物
館
」
に
変
更
)
が
生

ま
れ
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
統
括
す
る
た
め
、
現
地
で
は
、

一
九
〇

一
年
九
月
三
〇
日

に

「
ト
ン
キ
ン
古
美
術
委
員
会
」、

一
九
〇

五
年

一
〇
月
三
日

に

「
カ
ン
ボ
ジ

ア
古
美
術
委
員
会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
上
げ
ら
れ
、
学
院
に
よ
る
考
古
学
調
査

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
討
議
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
〇
五
年
に
は
、
考
古
学

部
が
新
た
に
創
設
さ
れ
、
部
長
に
ア
ン
リ

・
パ
ル
マ
ソ
テ
ィ
エ
が
任
命
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
の
考
古
学
調
査
が
本
格
的
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

一
九
〇
七
年
、

フ
ラ
ソ
ス
目

シ
ャ
ム
条
約
が
締
結
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
シ
ャ
ム

王
国

(タ
イ
)
の
管
理
下
に
あ

っ
た
ア
ソ
コ
ー
ル
地
区
が

カ
ソ
ボ
ジ

ア
に
返
還

さ
れ
、
極
東
学
院
が
管
理

の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ド

・
ラ
ジ

ョ
ソ
キ

エ
ー
ル
は
、
す
ぐ
に
、

ア
ソ
コ
ー
ル
地
区
を
調
査
し
、
前
述

の
目
録

の
第
三
巻

を
完
成
す
る
。

一
九
〇
八
年

に
は
、
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
を
専
門

的

に
管
理
す
る

「
ア
ソ
コ
ー
ル
保
存
事
務
所
」
が
置
か
れ
、
保
存
官
と
し
て
ジ

ャ
ン

・
コ
マ
イ

ユ
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
院

の
考
古
学
部
長

の
パ
ル
マ
ソ

O

図119世 紀末、 トロカデ ロの イン ドシナ博 物館 の

展 示物 。

1873年 と1881年 の二度 に亘 ってイソ ドシナ調 査使

節 に指 揮 したル イ ・ドラポル トは、アソ コール遺 跡か

らオ リジナル彫像や鋳1型をフ ラソスに持 ち帰 り、1874

年 に コンピエ ー ニ ェに 「ク メール美 術館 」を、1878

年 には トロカデ ロに 「イソ ドシナ博物館 」を開設 した

展 示された美術品 は、 しかし、近代 的な意味での学究

精神 か らは程遠い代物 も交 ざっていた。 この ジロ ドソ

(Giraudon,Paris.)に よ る古写 真 が示す よ うに、遺

跡 の彫像 や鋳型 を 「寄 せ集め て」、現地 には存在 しな
い異種 混成的 なモニュメン トを創 り上げてい る。

テ
ィ
エ
も
、

ア
ン
コ
ー
ル
入
り
し
、
調
査
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
た
。
彼

は
、
ま
ず
、
遺
跡
が
崩
壊
し
た
原
因

を
五
項
目
に
整
理
し
、
遺
跡

の
復
旧
に
重
点
を
置
く
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
方
針
に
従

っ
て
、

コ
マ
イ

ユ

は
、
ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
と
ア
ン
コ
ー
ル

・
ト
ム
の

第

一
次
保
存
調
査
を
開
始
し
、
土
砂
や
植
物

の
除
去
作

業
を
行

っ
た
。

現
地
調
査
が
本
格
化
し
始

め
た

一
九
〇

八
年
、
イ
ソ

ド
シ
ナ
で
の
考
古
学
調
査
全
体
を
統
括
す
る
組
織
が
パ

リ
で
結
成
さ
れ
る
。
極
東
学
院
の
活
動
を
本
国
で
管
理
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し
、
派
遣
者
な
ど
を
決
定
し
て
い
た
の
は

フ
ラ
ン
ス
公
教
育
省
で
あ

っ
た
が
、

一
九
〇
八
年

一
月

一
八
日
、
そ
の
管
轄
下

に

「
イ
ン
ド
シ
ナ
考
古
学
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
学
院
の
考
古
学
的
調
査
を
指

導
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、

前
年

の

一
九
〇
七
年

に
は
、
「
ア
ン
コ
ー
ル
協
会
」
が
、
現
地

の
考
古
学
を
支

援
す
る
目
的
で
パ
リ
に
設
立
さ
れ
た
。

ア
ソ
コ
ー
ル
地
区
返
還
後
、
極
東
学
院

の
考
古
学
調
査
は
、
欧
米
各
国
に
注
目
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

学
院
に
よ
る
ア
ソ

コ
ー
ル
遺
跡

の
考
古
学
調
査
が
本
格
化
す
る
に
従

っ
て
、

図2、3・ ・ノイの極東学院博物館 の内部 。

学院設立 時の理 念 に従 って、「極 東」各地 の古美術 品が集 め られ た。なか に
は、 日本研究者 として学院 メンバ ーとな り、1899、1902、1905年 に 日本を訪れ

た ク ロー ド・メー トル が購 入 した 日本 の美術 品 も展示 され た。(BEFEO,t.

XXV,n.3-4,1926,p.570.)

 

定

の
法
令
が
出
さ
れ
る
。

遺
跡
保
全

の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な

っ

て
く
る
。
前
述

の
と
お
り
、
学
院
が
介
入

す
る
以
前
、

フ
ラ
ソ
ス
の
調
査
隊
は
、

ア

ン
コ
ー
ル
遺
跡
か
ら
多
数

の
考
古
学
的
遺

物
や
古
美
術
品
を
国
外
に
持
ち
出
し
て
い

た
。
ま
た
、

ア
ソ
コ
ー
ル
地
区
の
住
民
は
、

遺
跡
の
周
囲
に
木
造

の
施
設
を
建
て
、
宗

教
儀
礼
を
行

っ
た
り
、
日
常
生
活
を
送

っ

て
い
た
。
遺
跡
保
存
の
点
か
ら
は
、

い
わ

ぽ

「無
法
地
帯
」
だ

っ
た
地
区
を
、
法
律

に
よ

っ
て
規
制
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
国

王
の
名
の
も
と
に
、

一
九

一
一
年
三
月
三

一
日
に
、
「
ア
ン
コ
ー

ル
国
定
公
園
」
指

第

一
条
、
ク
メ
ー
ル
の
古
代
遺
跡
の
保
存
に
鑑
み
、

ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡

群
に
特
定

の
指
定
地
域
を
設
け
る
。
(…
…
)
第

二
条
、
指
定
さ
れ
た
地

域
は
、

フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
の
管
轄
下

に
置
か
れ
る
。

(…
…
)
第
五
条
、

指
定
地
域
外
に
お
い
て
も
、
住
民
は
、
建
造
物

の
石
や
美
術
品
を
私
物
化

　
め
　

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
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国
定
公
園

の
指
定

は
、
し
か
し
、
単
に
保
存
や
調
査

の
た
め
に
の
み
行
わ
れ

た
わ
け
で
は
な

い
。
イ
ソ
ド

シ
ナ
総
督
府

は
、

こ
の
国
定
公
園
化
に
よ

っ
て
、

ア
ン
コ
ー
ル
地
区

の
交
通
網
や
治
安
を
整
備
し
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
企
図
を

も

っ
て
い
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
保
存
官
の

コ
マ
イ

ユ
や
、
そ
の
跡
を
継

い
だ
ア
ン

リ

・
マ
ル
シ
ャ
ル
は
、
遺
跡

の
整
備
と
と
も

に
、
遺
跡
聞
を
容
易
に
往
来

で
き

る
交
通
路
等
の
整
備
も
行
わ
ね
ぽ
な
ら
な

か

っ
た
。

一
九

一
九
年
に
は
、

シ
ェ

ム
リ

エ
ッ
プ
と

ア
ソ

コ
ー
ル
。
ワ
ヅ
ト
、
そ

し
て
ア
ン
コ
ー
ル

・
ト
ム
を
結

ぶ

道
路
も
完
成
し
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
も
整
う
。

四

フ
ラ
ソ
ス
本
国

で
の
ア
ン

コ
ー
ル
考
古
学
研
究
体
制

の
整
備

現
地

で
の
調
査
が
本
格
化
し
た

一
九
二
〇
年
代
、

ア
ン
コ
ー
ル
考
古
学
と
美

術
を
専
門
と
す
る
学
術
雑
誌
や
著
作
物
が
多
数
創
刊
さ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
〇

年
以
来
、
学
院

の
報
告
の
場
で
あ

っ
た

『
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
紀
要
』
や

『
イ

ン
ド

シ
ナ
考
古
学
委
員
会
紀
要
』

に
加
え
、

カ
ソ
ボ
ジ
ア
美
術
部
局
長

の
グ

ロ

リ

エ
が
主
宰
す
る

『
ク
メ
ー
ル
の
美
術
と
考
古
学
』
(
一
九
二

一
年
)、
ア
ン

コ

ー
ル

・
ワ

ッ
ト
や
。ハ
ン
テ
ア
イ

・
ス
レ
イ

の
詳
細
な
調
査
記
録
を
提
供
す

る

『
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
考
古
学
報
告
』

(
一
九
二
六
年
)、
本
国
で
は

『ギ
メ
美
術

館
考
古
学
紀
要
』

(
一
九
二
一二
年
)
が
創
刊

さ
れ
、

一
九
二
〇
年
代
に
入

っ
て
の

　
む
　

イ

ン
ド

シ

ナ
考

古

学

の
充

実

ぶ

り

を

示

し

て

い

る
。

ま

た

、

一
九

二

二
年

に

マ

ル
セ
イ

ユ
で
開
催
さ
れ
た
国
内
植
民
地
博
覧
会

で
は
、

ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト

を
模

し
た
塔
や
獅
子

の
門
が
建

て
ら
れ
、
訪
れ
る
者
を
驚

か
せ
た

(図
4
)。

東
洋
美
術
愛
好
家
も
ク
メ
ー
ル
彫
刻
の
収
集

に
色
め
き
立
ち
、
そ

の
経
済
的
価

値
が
上
昇
す
る
の
が
こ
の
時
期

で
あ
る
。

一
九
三

一
年

に
は
、
パ
リ
で
国
際
植

民
地
博
覧
会
が
開
か
れ
、
最
大

の
呼
び
物
と
し
て
、
学
術
的
に
も
精
度

の
高
い

ア
ン

コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
復
元
が

な
さ
れ
た

(図
5
、
6
)。
こ
の
よ
う

に
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代

に
か
け
て
、

ア
ン

コ
ー
ル
の
考
古
学
と
極
東
学

院

の
調
査
活
動
が
、
国
際
的
な
認
知
を
得

て
、
ブ
ー
ム
と
い
う
べ
き
様
相
を
呈

す
る
に
至
る
。
交
通
路
が
整
備
さ
れ
た
ア
ソ
コ
ー
ル
地
区

に
は
、
本
国
で
の
博

覧
会
と
観
光
誘
致
も
あ

っ
て
、
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
迎
え
、

フ
ラ
ン
ス
本
国

で
も
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

の
考
古

学
や
美
術
史
学
を
め
ぐ
る
研
究
体
制
と
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ
始
め
た
。
注
目

す

べ
き

は
、

一
九
二
〇
年
代

の
ギ

メ
美
術
館

の
再
編
と

一
九
二
六
年

の

エ
コ

ル
・
デ

ュ
・
ル
ー
ヴ
ル
に
よ
る
ア
ジ
ア
美
術
講
座
の
開
講

で
あ
る
。

ま
ず
、

一
九
二
〇
年
に
決
定
さ
れ
た
ギ

メ
美
術
館

の
再
編
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検

討
し
た
い
。

一
九
二
〇
年

一
二
月
二
一二
日
、
ギ
メ
美
術
館
顧
問
委
員
会

は
、
美

術
館
展
示

の
再
編
成
と
研
究
方
針

の
路
線
変
更

を
決
定
す
る
。
そ

の
要
点

は

「純
粋

に
芸
術
的
な
価
値
を
も

つ
資
料

と
、
宗
教
的
な
価
値
を
も

つ
資
料
と
を

峻
別
す
る
こ
と
」

に
あ

っ
た
。
こ
の
原
則

の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
展
示
の
再
編

成
は
、
実
際
に
は
、
ギ
メ
美
術
館

の
展
示
が
、

一
九
世
紀
末
以
来

の
ジ
ャ
ポ

ニ

ス
ム
を
代
表
と
す
る
芸
術
的
な
東
洋
趣
味
か
ら
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
中
心
と
す
る
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(当 時 の絵 葉 書 。CollectionSirotetAngel,Paris.)

考
古
学
的
な
学
術
性
を

重
視
し
た
も
の
へ
と
脱

皮
し
た
こ
と
を
告
げ
て

い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ま
で

一
階

の
中
心
的
な
場
所

を
占
め
て
い
た
日
本

の

デ

ッ
サ
ン
や
絵
画
、
あ

る
い
は
中
国
と
日
本

の

陶
磁
器
が
三
階

へ
と
移

さ
れ
、
代

っ
て
、
ヵ
ン

ボ
ジ
ア
の
考
古
学
的
遺

物
と
古
美
術
品
が
、
中

心
的
な
場
所
を
独
占
す

る

よ

う

に

な

っ
た

か
ら

で
あ

る

。

こ
う

し

て
、

一
九

二

一
年

、

美

術

館

入

り

口

の

ロ
ト

ン
ド

と

一
階

の

イ

エ
ナ

・
ギ

ャ

ラ

リ

ー

に

「
ク

メ

ー

ル
考

古

学

ギ

ャ
ラ

リ

i
」

が

設

け

ら

れ

、

「
美

術

的

価

値

の
高

い
」

ク

メ

ー

ル
彫

像

が

展

示

さ

れ

た

。

さ

ら

に
、

一
九

〇

七

年

に

エ
ド

ゥ

ア

ー

ル

・
シ

ャ
ヴ

ァ

ソ

ヌ

(国
α
。
§

「
α

0
冨

く
穹

昌
ρ

一
八

六
五
1

一
九

一
八
)
が

行

っ
た
中

国

踏

査

と
、

一
九

一
四

年

と

一
九

一
七

年

に
ヴ

ィ
ク

ト

ル

・
セ

ガ

レ

ン

(≦

9
霞

ω
ひ
ひq
巴
Φ
P

一
八
七

八
-

一
九

一
九

)
が

中

心

と

な

っ
て
行

っ
た
中

国

南

部

の
踏

査

に

よ

っ
て
持

ち

帰

ら

れ

た

考
古
学
資
料
や
写
真
資
料
が

一
箇
所

に
集

め
ら
れ
、
「
シ
ャ
ヴ

ァ
ソ
ヌ
室

(考

古
学
室
)
」
が
設
け
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う

に
、
ギ

メ
美
術
館

は
、
極

東
学
院

の
活
動

に
よ

っ
て

一
般
認
知
を
得
た
ア
ン

コ
ー
ル
の
考
古
学
資
料
と
古

美
術
品
を
、
中
国
や
日
本

の
工
芸
品
と
峻
別
し
、
前
者
を
美
術
館
展
示
の
中
核

　レ
　

と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、

一
九
二
九
年

に
は
ギ
メ
美
術
館
が
国
有
化
さ
れ
、
パ
リ
の
学
芸
員

間

の
協
力
に
よ

っ
て
、
東
洋
美
術
関
連

の

「美
術
館
統
合
」
が
実
現
す
る
。
ト

ロ
カ
デ

ロ
の
イ
ソ
ド

シ
ナ
博
物
館
か
ら
、

ル
イ

・
ド
ラ
ポ

ル
ト
が
収
集

し
た
ク

メ
ー
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
彫
像

の
大
半
が
、
ギ
メ
美
術
館

に
集
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

ル
ー
ヴ

ル
美
術
館

か
ら
は
、
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ

(℃
鋤
巳

℃
①
≡
。二

八
七
八
-

一

九
四
五
)
が
中
国
や
中
央

ア
ジ

ア
、

チ
ベ

ッ
ト
の
踏
査
時

に
集
め
た
考
古
学
的

遺
物
や
美
術
品
が
委
託
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
展
示
す

る

「
ペ
リ
オ
室

(考
古
学

室
)
」
が
、
そ
れ
ま
で
日
本

の
漆
器
な
ど
の
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た

一
階

　　
　

に
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
統
合

に
よ
っ
て
、
ギ
メ
美
術
館
は
、

フ
ラ
ン
ス
本
国
で

の
東

ア
ジ
ア
美
術
研
究

の
中
心
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
東
洋
関
係

の
美
術
館
整
備

に
よ

っ
て
、
本
国

フ
ラ
ン
ス
で
の
東
洋

美
術
研
究
体
制
が
、

一
本
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
方
針

は
、
教
育

の
側

か
ら
も
支
援
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
二
六
年
、

エ
コ
ル

・
デ

ュ
・

ル
ー
ヴ

ル
が

「
ア
ジ
ア
美
術
講
座
」
を
開
講
し
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
じ
め
て
東

ア

ジ
ア
美
術

の
教
育
が
制
度
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
改
革

の
中
心
と
な

っ
た
の
は
、

美
術
館
統
合
を
実
現
し
た
学
芸
員
た
ち
で
あ

っ
た
。
教
授
に
は
、

ル
ー
ヴ
ル
美
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術

館

東

洋

部

学

芸

員

の
ジ

ョ

ル
ジ

ュ

・
サ

ル

(0
8

お
①
ω
ω
巴
一Φ
ω
L

八
八
九

-

一

九

六

六
)
が

任

命

さ

れ

た
。

続

い

て
、

一
九

二

八
年

に
、

同

校

は
、

「
イ

ン

ド

考

古

学

・
美

術

講

座

」

を

開

設

、

教

授

と

教

授

代

理

に
任

命

さ

れ

た

の

は
、

ギ

メ
美

術

館

の
ジ

ョ
ゼ

フ

・
ア

カ

ン

(冒

ωΦ
9

自
9
。
匹
P

一
八

八
七
-

一
九

四

一
)

と

ル
ネ

・
グ

ル

セ

(閑
Φ
鼠

9

0
ロ
ωω
Φ
二

八

八
五

-

一
九

五

二
)
、

そ

し

て

イ

ン

ド

シ
ナ
博

物

館

の

フ

ィ

リ

ッ
プ

・
ス

テ

ー

ソ

(℃
げ
一=
O
O
Φ
ω
け
Φ
『
昌
)

で
あ

っ
た

。

一
九

二

九

年

に

は
、

「
六

1

一
四

世

紀

の

ク

メ

ー

ル
美

術

、

プ

レ

ア

ソ

コ
ー

ル

の
美

術

と

ア

ソ

コ
ー

ル

の

美

術

」

を

主

題

と

し

て

、

ス

テ

ー

ン
が

教

鞭

を

執

　
ド
　

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

一
九
二
〇
年
代
、

フ
ラ
ソ
ス
本
国
に
お
い
て
も
研
究
体

制
が
整
備
さ
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

の
考
古
学
研
究
が
、
活
況
を
迎
え
る
こ
と

　　
　

と

な

っ
た

の

で
あ

る
。

五

現
地

の
保
存
体
制
の
徹
底
と
極
東
学
院
に
よ
る
調
査

の
独
占

ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡

の
国
際
的
認
知

の
獲
得
、
そ
し
て
本
国

で
の
研
究
体
制
の

整
備
を
受
け
て
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
現
地
で
は
、
遺
跡
と
考
古
学
的
遺
物

の
保
全
を

図5、s1931年 、 パ リ国 際 植 民 地 博 覧会 に お い て 復 元 され た ア ソ コー

ル ・ワ ッ ト。

聳 え 立 つ 塔 の 高 さ は55-65メ ー トル 、敷 地 面積 は14400平 方 メー トル。

二 階建 て で 、 内部 に は23部 屋 を もつ 。 博 覧 会 ガ イ ドに よれ ば、 「モ ソ マ

ル トル の サ ク レ=ク ー ル寺 院 の建 立 に 匹敵 す る」 規 模 の 工 事 で あ っ た と

い う。

(図5LeLivred'oydel'ExpositioncolonialeinternationaledeParis

1931,Paris,1931.図6111ustration,07/1931.)

徹
底
す
る
必
要
も
生
じ
て
き
た
。

観
光
客

に
よ

っ
て
、
遺
跡
が
荒

ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
は
、

遺
物

の
盗
掘
を
未
然

に
防
ぐ
よ

う
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
総
督
府
と
学

院
は
法
令
を
再
整
備
し
た
。
た

と
え
ば
、

一
九
二
三
年

一
〇
月

一
八
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王

の

名

に
お

い
て
、
「
カ
ン
ボ
ジ

ア

の
歴
史
的
建
造
物
指
定
に
関
す

る
国
王
法
令
」
が
出
さ
れ
て
い

る
。
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歴
史
的
ま
た
は
美
術
的
な
価
値
を
も

つ
建
造
物
や
遺
物
は
、

一
九
〇
〇

年
五
月
九
日
付

の
イ
ン
ド

シ
ナ
総
督
の
法
令

に
従

っ
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
。

(…
…
)
総
督
は
、
特
別
に
保
護
す
べ
き
と
評
価

し
た
建
造
物
や
物
品
を

指
定
す
る
こ
と
。
我
々
は
、
保
護
を
徹
底
す
る
権
利
を
、
総
督
に

一
任
す

る
。
(…
…
)
以
下

の
建
造
物

は
、
イ

ソ
ド

シ
ナ
総
督

に
よ
る
指
定

の
対

　れ
　

象

と

は

な

ら

な

い

"
王

宮

、

銀

の
塔

、

プ

ノ

ン
塔

、

(…

…
な

ど
)
。

こ
の
法
令
は
、

一
九
〇
〇
年

に
法
令
化
さ
れ
て
い
た
歴
史
的
建
造
物
指
定

の

条
項
を
再
確
認
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
地
区

の
管

理
責
任
が
、
イ

ン
ド
シ
ナ
総
督
と

極
東
学
院
に
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
目
的

で
出
さ
れ
て
い
る
。
学
院
は
、
こ
の

国
王
法
令
を
拠
り
所
と
し
て
、
い
か
な
る
調
査
目
的
で
あ
れ
、
学
院

の
許
可
な

く
、

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
か
ら
遺
物
を
移
動
し

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
を

立
て
た
。
現
地

で
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
調
査
が
、
学
院

に
よ
る
独
占
的
な
管
理

の
も
と
に
遂
行
さ
れ
る
取
り
決
め
が
徹
底
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

体
制
は
、

一
九
二
四
年
三
月
二
六
日
に
布
告

さ
れ
た
プ

ノ
ン
ペ
ン
の
ア
ル
ベ
ー

ル
・
サ
ロ
ー
博
物
館

の
規
約
に
よ

っ
て
、
強
化
さ
れ
て
い
る
。
博
物
館

へ
の
美

術
品
移
動
に
関
す
る
規
約
の
第

一
条
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
保
存
が
歴
史
、
考
古
学
、
美
術

の
観

点
か
ら
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
物
品
は
す
べ
て
、

ア
ル
ベ
ー
ル

・
サ

ロ
ー
博
物
館
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
移
動
は
、

フ
ラ
ソ
ス
極

東
学
院

の
院
長
と
の
合
意

の
う
え
で
、
博
物
館

の
保
存
官

の
指
示
に
し
た

　
お
　

が

っ
て

(…

…
)
行

わ

れ

る

こ

と

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
学
院

は
、

ア
ン
コ
ー
ル
の
遺
物

の
移
動
を
完
全
に
取
り

仕
切
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
以
後
、
学
院

の
許
可
な
し
に
、

遺
物
が
遺
跡
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
り
、
国
外
に
流
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
原

則
的

に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
一二
年
、
ま
さ
に
こ
の
法
令
に
よ

っ
て
処
罰
さ
れ
た

「盗
掘
者
」
が
出

る
。

ア
ソ
ド

レ

・
マ
ル
ロ
ー

(〉
巳
鼠

]≦
巴
蠢
二
〆

一
九
〇

一
-

一
九
七
六
)
で

あ
る
。
バ

ソ
テ
ア
イ

・
ス
レ
イ
遺
跡
か
ら
彫
像
を
盗
み
出
そ
う
と
し
た

「
マ
ル

ロ
ー
事
件
」
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
マ
ル
ロ
ー
研
究
者

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
、

一
九
二
〇
年
代
の
学
院

の
調
査
体
制
と
の
関
連
に
お
い
て
、

　
お
　

少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
九
二
三
年

一
二
月
、
当
時
二
一二
歳
の

マ
ル
ロ
ー
は
、

妻
ク
ラ
ラ
と
友
人

ル
イ

・
シ
ュ
ヴ

ァ
ッ
ソ
ソ
と
と
も
に
、

ア
ン
コ
ー
ル
地
区
の

バ

ソ
テ
ア
イ

・
ス
レ
イ
を
訪
れ
、
七
体
、
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
石
像
を
運
び

出
し
た
。

一
二
月
二
四
日
、
三
人
は
プ
ノ
ソ
ペ
ン
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
警
察

に
逮
捕
さ
れ
る
。
罪
は
、
「
歴
史
的
建
造
物
破
壊
お
よ
び
浮
き
彫
り
断
片
横
領
」

で
あ
る
。

マ
ル
ロ
ー
は
、

一
九
二
四
年

一
〇
月

の
裁
判
で
、
懲
役

一
年

の
執
行

猶
予
付
き
の
判
決
を
受
け
た
。

マ
ル
ロ
ー
は
、
再
編
さ
れ
た
ば
か
り
の
ギ

メ
美
術
館
で
ク
メ
ー
ル
彫
像
を
実

見
す
る

一
方
、
国
立
図
書
館
で

『
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
紀
要
』
を
熟
読
し
、
と
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り
わ
け
ア
ン
リ

・
パ
ル
マ
ソ
テ
ィ
エ
の
論

文
に
刺
激
を
受
け
て
、
当
時
、
ま
だ

本
格
的
な
調
査

の
対
象
と
な

っ
て
い
な
か

っ
た
プ

レ
ア
ン
コ
ー
ル
期

の
遺
跡
.ハ

ン
テ
ア
イ

・
ス
レ
イ
か
ら
彫
像
を
持
ち
出

す
計
画
を
立

て
た

(図
7
)。
彼
が

実
行

に
移
し
た

一
九
二
一二
年

一
二
月
の
時
点

で
は
、
同
年

一
〇
月

の
国
王
法
令

も
紀
要

に
は
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ル
ロ
ー
は
、
遺
物

の
持
ち

出
し
禁
止
を
決
定
し
た
学
院

の
方
針
を
知

ら
ず

に
イ

ソ
ド
シ
ナ
入
り
し
た
こ
と

に
な
る
。
期
せ
ず
し
て
、
盗
掘
対
策

の
強
化

を
講
じ
た
そ
の
年
に
ア
ン
コ
ー
ル

図7「 マ ル ロ ー事 件 」 当 時 のバ ソ テ ァ イ ・ス レ イ遺 跡 の状 況 。

マ ル ロー事 件 の の ち 、 学 院 メ ン バ ー は た だ ち に ・ミン テ ア イ ・ス レ イ の 調 査 を

行 い、 修 復 も行 った 。1926年 に は 、 『フ ラ ソ ス極 東 学 院 考 古 学 報 告(1)、 バ ン テ

ア イ ・ス レ イ』 が 刊 行 さ れ 、修 復 以 前 、 つ ま り、 マ ル ロー に よ る 盗 掘 時 の 遺 跡

の 状 況 と、 修 復 後 の状 況 を対 比 させ た 多 数 の 大 判 写 真 が発 表 さ れ た 。

(M駑oiresarch駮logiquespubli駸parl'EFEO,tomeI,Letempled'lcvar

apura,BantaySrei,Cambodge,Paris,1926.)

を
訪
れ
た

マ
ル
ロ
ー
は
、

の
ち
に
、
自
己
弁
護
す
べ
く
、
学
院
に
よ
る
独
占
的

な
考
古
学
調
査
体
制
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。

マ
ル
ロ
ー
は
、

一
九

三
〇
年

に
こ
の
事
件
を
題
材

に
し
た
小
説

『王
道

(卜
匙

ぎ
賊鳴
謹

匙
澄
)』

の
な
か
で
、
極
東
学
院

の
独
占
的
調
査
体
制

へ
の
嫌
悪

　ぬ
　

感
を
表
明
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ぽ
、
遺
物

の
持
ち
出
し
を
禁
止
し
た
法
令
は
、

研
究
者
個
人

の
学
問

の
道
を
閉
ざ
し
、
彼

の
よ
う
に
、
学
院
が
本
格
的
調
査
を

行

っ
て
い
な
い
バ

ン
テ
ア
イ

・
ス
レ
イ
を
訪
れ
、
貴
重
な
建
造
物
や
彫
像
を

「
発
見
」
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
後

の
調
査
は
学
院
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
か
な
る
考
古
学
的
資
料
も
遺
跡
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
以
上
、
現
地
を
離
れ
て

研
究
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。

一
方
、
学
院
は
、
資
料
や
美
術
品
を
自

由
に
扱

い
、
ア
ル
ベ
ー
ル

・
サ

ロ
ー
博
物
館
や
ア
ン
コ
ー
ル
保
存
事
務
所

に
、

遺
跡
か
ら
持
ち
出
し
た
彫
像
を
保
管
し
て
い
た
。
遺
物

の
保
存
と
研
究
を
口
実

に
し
て
移
動
さ
れ
た
彫
像
は
、
し
か
し
、
詳
細
な
研
究

の
対
象

に
な
ら
ず
放
置

さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
こ
と
も
多
か

っ
た
。
こ
の
矛
盾
を

マ
ル
ロ
ー
は
糾
弾
し
た

の
で
あ

っ
た
。

マ
ル
ロ
ー
事
件
は
、
そ
の
意
味
で
、

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
極
東
学
院

の

遺
跡
保
全
政
策
の
矛
盾
を
露
呈
さ
せ
る
事
件
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。
じ

っ
さ
い
、

マ
ル
ロ
ー
事
件
に
触
れ
た
従
来

の
研
究

で
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

こ

の

一
九
二
一二
年

に
確
立
さ
れ
た
遺
物
持
ち
出
し
禁
止
の
原
則
に
先
立

っ
て
、
極

東
学
院
は
、
保
存

の
観
点

か
ら
は
、
逸
脱
と
し
か
み
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
矛

盾

に
満
ち
た
法
令
を
施
行
し
て
い
た
。
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六

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
古
美
術
品
販
売
」
と
古
美
術
品
の
国
外
流
出

一
九
二
〇
年
代
、

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
ブ

ー
ム
に
よ

っ
て
、
現
地
は
観
光
客

に
温
れ
、
学
院
は
そ
の
対
処
に
追
わ
れ
る
。
加
え
て
、
第

一
次
世
界
大
戦
を
経

て
顕
在
化
し
た
植
民
地
行
政
の
失
敗
と
財
政
難
が
、
極
東
学
院

の
考
古
学
調
査

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え

つ
つ
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
現
地

の
調
査

は
停
滞

の
様
相
を
帯
び
て
く
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
最
も

ス
キ
ャ
ソ
ダ
ラ
ス
に
示

す
法
令
が
、

一
九
二
一二
年

二
月

一
四
日
に
出

さ
れ
て
い
る
。
極
東
学
院
に
よ
る

　お
　

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
古
美
術
品
販
売
」

の
法
令

で
あ
る
。
こ
の
イ

ソ
ド

シ
ナ
総
督

に

よ
る
法
令

に
よ
っ
て
、
観
光
客
や
欧
米
の
美
術
館
を
対
象
と
し
て
、

ア
ン
コ
ー

ル
遺
跡
か
ら
出
た
古
美
術
品
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
販
売

の
目
的
と
し
て
、
学
院
メ
ン
バ
ー
は
、
機
会

あ
る
ご
と

に
、
「盗
掘

の
防
止
」

や

「
ク
メ
ー
ル
美
術

の
国
際
的
評
価
の
獲
得

」
に
貢
献
す
る
点
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
大

の
目
的
は
、
恒
常
的
な
財
政
難

の
克
服
に
あ

っ
た
。

じ
じ

つ
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
訪
れ
た
政
府
高
官

や
観
光
客
を
相
手
と
す
る
定
期
的

な
販
売
活
動
に
よ
る
収
益
は
、

一
九
二
〇
年

代
か
ら

一
九
三
〇
年
代

に
か
け
て
、

極
東
学
院

の

「告
白

で
き
な
い
財
源
」
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
法
令

の
施
行
ほ
ど
、
極
東
学
院
に
よ
る
調
査

の
逸
脱
を
象
徴
す
る
も

の

は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
販
売
事
業
は
、
極

東
学
院

の
権
威
を
失
墜
さ
せ
て
し

ま
い
か
ね
な

い
醜
聞
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
販
売
に
関
す
る
資
料
は
、
最
近
ま

で
、
学
院

の
歴
代
院
長

の
み
が
参
照

で
き
る
極
秘
資
料
と
さ
れ
て
き
た
。

一
九

九
七
年
、
創
立
百
年
を
目
前

に
し
た
学
院
は
、
こ
の
資
料

の
公
開
に
踏
み
切

っ

て
い
る
。
現
在
、
学
院

の
保
有
文
書

「
カ
ル
ト
ン
ニ
八
番
、
H
」
に
、

一
連

の

　め
　

彫
像
販
売
関
連
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
基
づ
い
て
、
販
売

活
動

の
実
態
を
こ
こ
に
復
元
し
て
み
た
い
。

一
九
二
〇
年
代
、
販
売

に
関
す
る
任
務
を
遂
行
し
た
の
は
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
美

術
部
局
長

の
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
グ

ロ
リ

エ
と

ア
ソ
コ
ー
ル
保
存
官
の
ア
ン
リ

・
マ

ル
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
ま
ず
、

一
九
〇
〇
年

の

「歴
史
的
建
造
物
指

定
」

の
法
令

に
従

っ
て
指
定
を
受
け
た
美
術
品
か
ら
、
「毎
年
、
合
意

の
も
と

に
、
学
術
的
に
、
あ
る
い
は
美
術
的
に
価
値
が
な
く
、
す
で
に
植
民
地

の
博
物

館
や
倉
庫

に
同
種

の
も
の
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
指
定
リ
ス
ト
か
ら
外
し
て
も

よ
い
と
判
断

し
た
物
品

の
リ
ス
ト
を
作
成
」
(古
美
術
品
販
売
法
令
、
第
三
条
)

し
た
。
そ

の
後
、
「
カ
ソ
ボ
ジ
ア
古
美
術
委
員
会
」
が
、
正
式

に
販
売
許
可
を

出
し
た

(第
三
条
)。
委
員
会

は
、

カ
ソ
ボ
ジ

ア
美
術
部
局
長

の
ほ
か
、
カ

ソ

ボ
ジ
ア
の
行
政
視
察
官
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

の
役
人
、

ア
ン
コ
ー
ル
保
存
官
、

極
東
学
院
院
長
、
学
院
考
古
学
部
長
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

一
九
二
一二
年

八
月

二
〇
日
の
第

一
回
の
委
員
会
で
は
、
グ

ロ
リ

エ
と

マ
ル
シ
ャ
ル
が
作
成
し
た
販

売
品
二
〇
四
点

の
リ
ス
ト
が
提
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
各
物

　　
　

品

の
価
格
が
決
定
さ
れ
た
。

　
　
　

こ
う
し
て
、

一
九
二
一二
年
九
月
二
四
日
、
彫
像
販
売
が
開
始
さ
れ
る
。
販
売

は
、
法
令

に
従

っ
て
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
美
術
部
局
長

の
立
会

い
の
も
と
、
プ

ノ
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ン
ペ
ン
の
ア
ル
ベ
ー,

ル
・
サ
ロ
ー
博
物
館

に
お
い
て
」
(第
四
条
)
行
わ
れ
た
。

販
売
さ
れ
た
古
美
術
品
に
は
、
「物
品

の
状

態
を
記
録
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
明

書
が
付

さ
れ
、
加
え
て
、
購
入
者

の
氏
名

と
住
所
を
記
録
」

(第
四
条
)
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
彫
像
売
上
金
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
院
長

の

発
行
す
る
書
式

に
従

っ
て
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
美
術
部
局
長
が
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
収
入

局
管
轄

の
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
の
予
算

口
座

に
振
り
込
む
」
こ
と
に
な

っ
て
お

り
、
原
則
的

に
、
「
ア
ン

コ
ー
ル
地
区

の
保

存
活
動

に
割

り
当

て
」
ら
れ
た

(第
六
条
)。

購
入
希
望
者

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
販
売
さ

れ
る
古
美
術
品

の
写
真
が
示
さ
れ

る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
現
在
、
学
院
が
保
有
す
る
文
書

の
な
か
に
は
、
販

売
に
か
け
ら
れ
た
多
数

の
彫
像

の
頭
部
が
断
頭
台

の
餌
食
と
な

っ
た
処
刑
者
よ

ろ
し
く
生
々
し
く
陳
列
さ
れ
た
写
真
が
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、
購
入
者

の
氏
名

と
住
所

の
リ
ス
ト
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
購
入
者

の
多
く
が
、
現
地
や

本
国

の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ

っ
た
こ
と
、
加
え

て
、
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
や

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
そ
し
て
日
本

の
美
術
収
集
家
も
、
こ

の
販
売
時
に
、
美
術
品
を
購
入
し

　ぬ
　

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
九
二
一二
年
九
月

に
行
わ
れ
た
第

一
回
目

の
販
売
は
好
調

で
、

一
九
二
四
年

一
月
二
四
日
、
販
売

に
立
ち
会

っ
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
美
術
部
局
長

の
グ

ロ
リ

エ
は
、

販
売

の

「成
功
」
を
、
当
時

の
学
院
院
長

ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
セ
デ

ス

(0
8
饋
Φω

O
O
①留
ωL

八
八
六
ー

一
九
六
九
)
に
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

古
美
術
品
の
販
売
は
、
行
う
度

に
大
成
功
で
あ
り
ま
す
。
販
売
品
の
シ

ョ
ー

・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
は
、
す
で
に
空

の
状
態
で
、
購
入
希
望
者
が
訪
れ
て

も
、
石

こ
ろ
し
か
残

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

(…
…
)
出
来
る
限
り
多
く

の

彫
像
断
片
や
頭
部
、
胴
体
、
装
飾
付

の
瓦
を
お
送

り
頂
き
、
私

た
ち

の

　　
　

『
ブ

テ

ィ

ッ
ク

』

を

再

開

し

た

く

思

い
ま

す

。

販
売
す
る
物
品
を
選
定
し
、
そ

の
責
任
を
負

っ
た
美
術
部
局
長
が
、
古
美
術

品
販
売
を
行

っ
た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
サ

ロ
ー
博
物
館
を

「ブ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
形
容

し
、
売
れ
行
き
の
好
調
さ
を
喜
々
と
し
て
報
告
し
て
い
る
点
は
見
逃
す
こ
と
が

で
き
な

い
。

こ
の
言
葉
が
示
す
よ
う

に
、
学
院

メ
ソ
バ
ー
は
、
古
美
術
品
販
売

を
積
極
的

に
促
進
し
、

一
九
三
〇
年
代

に
入

っ
て
、

こ
の
販
売
活
動
を
さ
ら
に

エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
ゆ
く
。

販
売
活
動

の
活
況
を
確
認
す
る
に
は
、
売
上
額
を
み
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ

う
。

一
九
二
〇
年
代
に
は
、
平
均
し
て
、
年
間

一
〇
〇
〇
ピ
ア
ス
ト
ル
弱

で
あ

っ
た
古
美
術
品
の
売
上
額
が
、

一
九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
、
年
間
三
〇
〇
〇
か

　　
　

ら
六
〇
〇
〇
ピ
ア
ス
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。
販
売
さ
れ
る
古
美
術
品
の
数
的
増

加
に
加
え
て
、
そ
の
質
と
価
格

の
上
昇
が
、
こ
の
売
上
額

の
増
加
に
暗
示
さ
れ

て
い
る
。
売
上
額
が
急
増
し
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
学
院

メ
ソ
バ
ー
に
よ
る

販
売
促
進
活
動
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、

一
九
三
四
年
、
当
時
、

ア
ン

コ
ー
ル
保
存
官
で
あ

っ
た
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
ト
ゥ
ル
ヴ

ェ

(O
Φ。
お
o
津

。g
<
①L

九
〇
二
ー

一
九
三
五
)
は
、
夏

の
ヴ

ァ
カ
ン
ス
の
観
光
客

の
到
来

に
備
え

て
、
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古

美

術

品

の
指

定

外

し

を

早

急

に
行

う

よ

う

院

長

に
要

請

し

て

い

る
。

彼

は

、

さ

ら

な

る

販

売

促

進

を

目

指

し

て
、

ア

ル

ベ

ー

ル

・
サ

ロ
ー
博

物

館

で

の
限

定

販

売

と

い
う

規

定

を

破

り

、

一
九

三

二

年

か
ら

一
九

三

七

年

に
か

け

て
、

シ

ェ

ム

リ

エ

ッ
プ

の

ア

ン

コ
ー

ル

・
グ

ラ

ン
ド

・
ホ

テ

ル

(○
鑓

口
α

=
O
什色

α
.〉
ロ
σq
-

　
お
　

ぎ
『
9

缶
◎け①
一
αΦω
邑

器
ω)
に
販
売
代
行
を
依
頼
し
た
。
観
光
客

の
滞
在
す
る

ホ
テ
ル
で
の
販
売
活
動
は
き
わ
め
て
効
率
的

で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
、
法
令
を

破

る
よ
う
な
販
売
行
為
は
、
学
院

の
活
動
の
権
威
を
損
な
う
も

の
で
あ

っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

加
え
て
、

一
九
三
〇
年
代
の
売
上
増
加
の
最
大
要
因
と
な

っ
た
の
は
、
欧
米

各
地
の
美
術
館
や
研
究
機
関
と

の
取
引

で
あ

っ
た
。
こ
の
時
期
、

ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
美
術
館
、
イ

エ
ー
ル
大
学
美
術
館
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
か
ら
、
古
美
術
品
購
入

の
依
頼
が
あ

り
、
極
東
学
院
は
そ
れ
に
応
え
た

の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
美
術
館
展
示
に
ふ
さ
わ
し
い
質

の
高

い
古
美
術
品
が

選
定
さ
れ
、

一
九
二
一二
年

の
規
定
に
あ

っ
た

「学
術
的
に
、
ま
た
美
術
的

に
価

値

の
な
い
」
遺
物

の
販
売
と
い
う
曖
昧
な
制
限
も
破
ら
れ
る
運
命

に
あ

っ
た
。

欧
米

の
美
術
館
と
の
最
初
の
取
引
は
、

一
九
三
〇
年
か
ら

一
九
三
二
年

に
か

け
て
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
美
術
館
と
の
問
で
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、

極
東
学
院
は
、
「贈
呈
」
と
い
う
形
式

で
、
古
美
術
品
の
譲
渡
も
考
え
た
が
、

し
か
し
、
「法
令
上
、
贈
呈
は
不
可
能
」
と

い
う
理
由
か
ら
、
「友
好
的
な
価
格

　お
　

で
」
古
美
術
品
を
売
却
す
る
こ
と
で
落
ち
着

い
た
。
取
引
さ
れ
た
の
は
彫
像
四

ハな
　

点

、

売

上

総

額

は
、

二

四

〇

〇

ピ

ア

ス

ト

ル
で

あ

っ
た
。

続

い

て
、

一
九

三

五

年

か
ら

翌

年

に

か
け

て
、

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

の

メ
ト

ロ
ポ

リ

タ

ン
美

術

館

と

の
間

で
取

引

が

成

立

す

る
。

販

売

品

の
選

定

を

行

っ
た
当

時

の
院

長

セ
デ

ス
は
、

一

九

三

五

年

四

月

一

一
日
、

メ

ト

ロ
ポ

リ

タ

ン
側

の
代

表

者

マ
ー

テ

ィ
ソ

・
バ

ー

ム
ボ

ム

(髯

①
『叶
一昌

じd
一目
日
び
蝉
=
日
)

に
、

直

々

に
選

択

し

た

彫

像

の
質

を

次

の
よ

う

に
解

説

し

て

い

る
。

私
が
提
示
す
る

=
二
点

の
古
美
術
品
は
、

い
ず
れ
も

ク
メ
ー
ル
彫
刻

の

様
々
な
様
式
と
時
代
を
代
表
す
る
逸
品
で
す
。
大
部
分
が

一
級
品
で
、
商

品
価
値
も
絶
大
で
す
。
写
真

の
裏

に
表
記
し
ま
し
た
価
格
を
高
く
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
(…
…
)
古
美
術
取
引

の
不
況
時

に
も
、
ク
メ

ー
ル
の

『逸
品
』

に
は
買
い
手
が

つ
い
て
い
る
こ
と
は
貴
方
も
ご
存
知

で

　お
　

し

ょ

う

。

交
渉
相
手

へ
の
常
套
句
と
は
い
え
、
院
長
自
ら
が

コ

級
品
」
と
い
う
古
美

術
品
が
、
公
式
に
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ソ
美
術
館
に
売
却
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
じ

っ

さ
い
、
美
術
館
側
が
選
択

し
た
六
点

の
価
格

の
合
計

は
、

一
九
五
〇
〇
ピ
ア
ス

ト
ル
で
あ
り
、

一
点
平
均
三
〇
〇
〇
ピ
ア
ス
ト
ル
の
古
美
術
品
が
取
引
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

一
九
二
〇
年
代

の
販
売
の

一
点
平
均
は

一
ニ
ピ
ア
ス
ト
ル
に
す

ぎ
ず
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
が
入
手
し
た
古
美
術
品

の
価
格

の
異
常
さ
と
質

の
高

さ
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
最
高
額

の
六
〇
〇
〇
ピ
ア
ス
ト
ル
で
取

引
さ
れ
た
ア
ソ
コ
ー
ル

・
ト
ム
出
土

の

ヘ
ー
ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ
像

(図
8
)
や
五
〇
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○

○

ピ

ア

ス
ト

ル

で
取

引

さ

れ

た
ブ

ラ

フ

マ
ー
像

は

、

今

日

で

も

メ

ト

ロ
ポ

リ

　　
　

タ
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
ク
メ
ー
ル
彫
像

の
最
高
峰

に
あ
る
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
と
の
高
額
な
古
美
術
品
取
引
が

ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
と

な
ら
な
い
よ
う
、
院
長
の
セ
デ

ス
は
十
分

に
警
戒
し
て
い
た
。
法
令
を
破
る
も

の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
逸
脱
的
な
行
為
と
み
な
さ
れ
る
の
を
懸
念
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

セ
デ
ス
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
政
府

の
高
官

に
対
し
て
、
次

の
よ
う

な
手
紙
を
送

っ
て
い
る
。

今
回
の
彫
像
販
売
は
、
決
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ

ア
の
芸
術
遺
産

の
重
要
品

を
流
出
さ
せ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
最
も
恐
れ
て
い
る
の
が

私

で
あ
り
ま
す
か
ら
。
例
え
ぽ
、
今
回
、

タ
ケ
オ
遺
跡

の
美
し
い
彫
像
類

図8ニ ュー ヨー ク 、 メ トロポ リタ ソ美 術 館 所 蔵 の

《ヘ ー ヴ ァ ジ ュ ラ像 》。

12世 紀 末 一13世 紀 初 頭 、 ア ン コ ール ・ トム出 土 。

(「メ ト ロ ポ リ タ ン美 術 全 集11、 東 洋 』、 福 武 書 店 、

1987年 。)

　れ
　

の
指

定

外

し

は
不

適

当

と

し

て
、

私

が

却

下

い
た

し

ま

し

た

(…

…
)
。

さ

ら

に
、

同

僚

の
ヴ

ィ

ク

ト

ル

・
ゴ

ル

ベ

ウ

(≦

9
0
同
Ω
9
0
二
げ
Φ
≦
L

八
七

八
-

一
九

四
五
)

に
も

、

次

の
よ

う

な
指

示

を

出

し

て

い

る
。

こ
の

一
件
を
、
公
言
し
す
ぎ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
法
令
に
則

っ
て
い
る

と
は
い
え
、

マ
ス
コ
ミ
に
捕
ま
る
と
問
題
で
す
か
ら
。
批
判
が
出

た
場
合
、

反
論
と
し
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

に
美
し
い
ク
メ
ー
ル
彫
像
が
展

示
さ
れ
れ
ば
、
イ
ン
ド

シ
ナ
観
光
も
盛

ん
に
な
り
、
当
地

の
栄
誉
も
高
ま

　お
　

る

だ

ろ
う

、

と

答

え

て

く

だ

さ

い
。

院
長
や
学
院

メ
ソ
バ
ー
は
、
売
却
し
た
彫
像
が
い
か
に
美
し
く
と
も
、
様
式

や
時
代

の
例
は
、
先
行
例
と
し
て
多
数
イ
ソ
ド
シ
ナ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
取
引
が
イ
ソ
ド
シ
ナ
の
遺
産
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、

こ
う
し
た

「
一
級
品
で
な
い
」
美
術
品
を
通
し
て
、
ク
メ
ー
ル
美
術

の
普
遍
的
な
価
値
を
欧
米
諸
国
に
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

た
し
か
に
、
彫
像
販
売
と
い
う
行
為
は
、

い
か
に
考
古
学
調
査
の
資
金
が
不

足
し
て
い
た
と
は
い
え
、
今
日
で
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
学
院
関
係
者

の
選
択

に
対
し
て
、
私
た
ち
は
、
植
民
地
で
の
考
古
学
を
担

っ
た
研
究
員

の
複
雑
な
立
場
を
理
解
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ソ
コ
ー
ル

遺
跡
が
国
際
的
認
知
を
得
た

一
九
二
〇
年
代
以
降
、
学
院

メ
ソ
バ
ー
は
、
自
ら
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の
活
動

の
成
果
を
、
植
民
地
外
部
、
と
く
に
欧
米
諸
国
に
伝
え
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
欧
米
で
の
評
価
な
し
に
は
、
現
地
で

の
学
術
的
な

「成
功
」
も
保
証
さ

れ
ず
、
遺
跡
保
存

の
理
解
も
得
ら
れ
な
い
。

こ
の
構
造
的
な
学
術
的
不
均
衡
の

世
界

に
お
い
て
、
現
地
で
の
研
究
と
保
存
活
動
が
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、

一

級

の
彫
像
を
欧
米
各
国
に
提
供
し
、
展
示
す
る
必
要
も
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

こ
の
時
期
に
欧
米

の
美
術
館
に
売
却
さ
れ
た
古
美
術
品
は
、
欧
米
が
支
配
す
る

学
問
世
界
で
、
植
民
地
で
の
研
究
が
評
価
さ
れ
る
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た

「貢
ぎ

　お
　

物
」

で
あ

っ
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

七

現
地

の
逸
脱
と
本
国

の
無
理
解

植
民
地
体
制

の
弱
体
化
に
と
も
な

っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
極
東
学
院

に
よ
る

ア
ソ
コ
ー
ル
古
美
術
品

の
販
売

は
、
当
然
な
が
ら
、
現
地
調
査

の
混
乱
を
示
す

証
拠

に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の

一
方

で
、
イ

ン
ド
シ
ナ
植
民
地

の
政
治
的
混

乱
を
ひ
た
隠
し
に
す
る
か
の
よ
う
な

フ
ラ
ン
ス
本
国

の
態
度
も
ま
た
こ
こ
で
問

題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
本
国
の
態
度

の
問
題
点
を
端
的

に
示
す
例
と
し
て
、

一

九
三

一
年

の
パ
リ
国
際
植
民
地
博
覧
会
を
取
り
上
げ
た
い
。

先
述

の
と
お
り
、
中
央
会
場
に
は
、
実
物
大

の
ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
が
復

元
さ
れ
た

(図
5
、
6
)。

こ
の
復
元

は
、

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
訪
れ

る
者

を
魅
了
し
な
が
ら
も
、

ハ
ノ
イ

の
極
東
学
院

に
よ
る
考
古
学
研
究

の
成
果
を
強

く

フ
ラ
ン
ス
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
内
部

で
は
、
極
東
学
院

の
展
覧
会
が
開
か
れ
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
彫
像
や

　れ
　

ギ

メ
美
術
館
が
保
管
し
て
い
る
古
美
術
品
が
展
示
さ
れ
た

(図
9
、
10
)。
し

か
し
、
博
覧
会

の
責
任
者
に
と

っ
て
重
要
だ

っ
た
の
は
、
復
元
さ
れ
た
ア
ン
コ

ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
威
風
堂
々
た
る
外
面
に
し
か
す
ぎ
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
こ

の
復
元
さ
れ
た
塔
は
、
植
民
地
諸
国
を
支
配
す
る
フ
ラ
ソ
ス
の
権
力

の
巨
大
さ

を
表
象
す
る
役
割
を
負

っ
て
、
建
設
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
博
覧
会

の
公
式

カ

タ

ロ
グ
は
、

こ
う
伝
え
る
。
「聳
え
立

つ
五

つ
の
ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ

ッ
ト
の
塔

は
・

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
協
力
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
五
国
を
示
し
て
い
る
」
総
。

三
〇
年

に
亘
る
現
地
調
査

の
成
果
も
、
本
国

フ
ラ
ン
ス
の
示
威
的
な
博
覧
会

で
は
、
政
治
的
威
信
を
示
す
ひ
と

つ
の
要
素
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ

っ

た
。
政
治
家

の
み
な
ら
ず
、
学
院
を
統
括
し
た
ア
カ
デ

ミ
ー
の
メ
ソ
バ
ー
も
、

学
院

に
よ
る
調
査

の
第

一
目
的
を
、
イ
ソ
ド
シ
ナ
現
地

へ
の
学
術
的
貢
献
で
は

な
く
、
欧
米
諸
国

へ
の
政
治
的
な
貢
献
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
な
し
た
。
そ
れ

は
、
ま
さ
に
、
こ
の
ア
ソ
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
の
復
元
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
当
局

の
姿
勢
に
如
実

に
見
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
復
元
に
要
し
た
年
月
は
三
年
、

必
要
経
費

の
総
額

は

一
二
四
〇
万

フ
ラ
ソ
と
い
う
莫
大
な
も

の
だ

っ
た
か
ら
で

あ

る
。
前
章

で
観
察
し
た
学
院
に
よ
る
古
美
術
品
販
売
が
、

一
九
二
三
-

一
九

四
六
年

の
二
〇
年
余
り
の
期
間
に
得
た
売
上
総
額
は
、
七
六
万
七
六
九
五

フ
ラ

ン
、

つ
ま
り
、
こ
の
復
元
に
要
し
た
費
用
の
わ
ず
か
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

い
。
復
元

に
費
や
し
た
資
金
を

一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
で
も
現
地
調
査

に
充
て
る
こ

と
が
で
き
た
な
ら
、
学
院
が
古
美
術
販
売
と
い
う

「暴
挙
」

に
出

る
必
要
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
例
え
ば
、
公
式
ガ
イ
ド
の
著
者
は
、

こ
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れ
　

の
復
元

に
要
し
た
費
用
を
安
い
と
言

っ
て
憚

ら
な
い
。
本
国

に
と

っ
て
は
、
イ

ン
ド

シ
ナ
で
の
保
存
活
動
よ
り
も
、
欧
米
向
け

の
派
手
な
示
威
的
行
動

の
ほ
う

が
、
は
る
か
に
重
要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
現
地

で
顕
在
化
し
た
植
民
地

政
策

の
失
敗
を
隠
蔽
す
る
の
に
必
死
で
あ

っ
た
。
パ
リ
の
国
際
植
民
地
博
覧
会

に
お
い
て
、
巨
大
な
ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
を
作
り
上
げ

て
、
そ
の
失
敗
を
包

み
隠
し
、
「
大
仏
帝
国
」

の
幻
想
に
浸
ろ
う

と
し
た
。
こ
の
楽
天
的
な
方
法

に
、

大
英
帝
国
は
そ

っ
ぽ
を
向
き
、
博
覧
会
に
は
参
加
し
な
か

っ
た
。
本
国
で
制
度

化
さ
れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

の
考
古
学
と
美
術
史
学
も
、
ま

っ
た
く
同
じ
よ
う

に
、
植
民
地
現
地
の
混
乱
を
無
視
し
て
、
い
か
に
も
平
和
主
義
的
な
美
術

の
普

遍
主
義
を
謳

い
な
が
ら
、
極
東
美
術

の
研
究
と
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の

に
す
ぎ
な

い
。

こ
う
し
た
本
国
の
無
理
解

こ
そ
が
、
現
地
の
逸
脱
を
招
き
、
さ

ら
に
事
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り

に
、
植
民
地
体
制

の
終
焉
と

ア
ン

コ
ー
ル
考
古
学

の
危
機

図9、101931年 、パ リ国際植民地博 覧会 で復元 された アン コール ・ワ

ッ ト内 にお い て開催 され た フ ラ ンス極 東 学院 の展 覧会。(BEFEO ,
XXXI,1932.)

現
地
の
混
乱
を
象
徴
す
る
事
件
と
し
て
、
最
後

に
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
出
来
事
に
触
れ
た
い
。

日
本

に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

一
九
三
九

年
に
勃
発
し
た
第

二
次
世
界
大
戦
は
、

フ
ラ
ン
ス

本
国

の
平
和
主
義
と
共
和
主
義
を
根
底
か
ら
突
き

崩
し
た
。

一
九
四
〇
年

に
は
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

に
よ
る
パ
リ
占
領

に
よ

っ
て
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
が
誕

生
し
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
に
も
、
新
た
に
ペ
タ

ニ
ス
ト

の
総
督
ド
ゥ
ク
ー
が
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
好
機

に
、
日
本
は
イ

ン
ド

シ
ナ
へ
の
進
駐
を
開
始
し
、

総
督
府
に
、
対
中
国
に
向
け
て
の
政
治
協
力
を
要

求
し
た
。
こ
の
政
治
動
向
を
み
て
、
日
本
の
研
究

機
関
や
知
識
人
た
ち
は
、
文
化

レ
ベ
ル
で
、
イ
ン
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ド

シ
ナ
と
の
友
好
関
係
を
確
立
す
る
よ
う

ハ
ノ
イ

の
極
東
学
院
に
積
極
的
に
働

き
か
け
た
。
現
在

の
フ
ラ
ソ
ス
極
東
学
院
が
保
有
す
る
文
書
に
は
、
日
本
の
学

術
機
関
と
取
り
交
わ
し
た
資
料
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
資
料

に
基
づ

い

て
、
戦
時
下

の
日
本
と
仏
領
イ
ソ
ド

シ
ナ
の
文
化
交
渉
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

交
渉
は
、
日
本
の
国
際
文
化
振
興
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
財
団
専
務
理
事

の

黒
田
清
が

一
九
四
〇
年

に

ハ
ノ
イ
を
訪
れ
、
極
東
学
院

の
セ
デ

ス
と
と
も
に
、

「
日
本
と
イ
ソ
ド

シ
ナ
の
友
好
関
係
を
、
文
化
交
換
に
よ

っ
て
、

い
っ
そ
う
推

　お
　

進
す
る
」
取
り
決
め
を
行

っ
た
。
ま
ず
、

一
九
四

一
年
五
月

に
、
極
東
学
院

メ

ン
バ
ー
と
日
本

の
研
究
者
と
の

「知
識
人
交
流
」
が
実
現
し
、
学
院
の
ヴ
ィ
ク

ト
ル
・
ゴ
ル
ベ
ウ
が
来
日
し
た
。
彼
は
、
東
京
日
仏
会
館
や
京
都
の
日
仏
学
院

で
、

ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡

の
最
新
調
査
報
告
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
院
か
ら

多
数

の
写
真
資
料
が
送
ら
れ
、

ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡
の
修
復

に
関
す
る
展
覧
会
も

開
か
れ
て
い
る
。
日
本
で
初
め
て
の
専
門
家

に
よ
る
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

の
講
演

と
展
覧
会
で
あ

っ
た
。
翌
年

の

一
九
四
二
年

、
日
本
仏
教
協
会
の
取
り
計
ら

い

に
よ
り
、
院
長

セ
デ

ス
の
来
日
も
計
画
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
、
実
現
し
な
か

つ
漉
。

一
方
、
日
本

か
ら
は
、
同
じ
年
、
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
教
授

の
太
田
正
雄

(筆
名
、
木
下
杢
太
郎
内
ぎ
O
ω三
冨

ζ
O吋
暮
穹
ρ

一
八
八
五
-

一
九
四
五
)
が
イ
ン

ド

シ
ナ

へ
渡
り
、

レ
プ
ラ

(癩
病
)
に
関
す

る
最
新

の
日
本

の
医
学
状
況
や
極

東
地
域

の
細
菌
に
関
す
る
報
告
、
加
え
て
、

日
本

の
文
学
に
つ
い
て
の
講
演
を

　
お
　

行

っ
て
い
る
。

フ
ラ
ソ
ス
留
学

の
経
験
が
あ

り
、
文
学
お
よ
び
美
術
に
造
詣
が

深

い
太
田
は
、
「知
識
人
交
流
」

に
は
う

っ
て

つ
け

の
人
物

で
あ

っ
た
。
さ
ら

に

一
九
四
二
年

の
年
末
か
ら

一
九
四
三
年

に
か
け
て
、
日
本
か
ら
の
二
人
目

の

知
識
人
派
遣
者
と
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
の
梅
原
末
次

(d
ヨ
①冨
蕁

ω
⊆
魯
二

八
九
三
-

一
九
八
三
)
が
、
四
人

の
助
手
を
連
れ

て
、
イ

ソ
ド

シ
ナ
に
渡

っ
て

　　
　

い
る
。
梅
原
は
、
極
東
学
院
側
が
所
望
し
た

「日
本

の
青
銅
器
時
代
、
銅
鐸

に

つ
い
て
」
や

「埴
輪

に
つ
い
て
」

の
講
演

に
加
え
て
、
「朝
鮮
半
島

(高
句
麗
)

の
考
古
学
」

(
一
九
四
二
年

一
二
月
二
二
日
、

ハ
ノ
イ
に
て
)、
「日
本

に
よ
る
中

国
考
古
学
」

(
一
九
四
三
年

一
月
二

一
日
、
フ
エ
に
て
)
な
ど
、
多
数

の

「時
事

的
な
」
講
演
を
行

っ
た
。
ま
た
、

フ
ラ
ソ
ス
語

の
出
来
な
い
梅
原
に
対
し
て
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
極
東
学
院

の
メ
ソ
バ
ー
は
、
こ
の
日
本
考
古
学
界

の
権

威
に
対
し
て
、
綿
密
な
調
査
日
程
を
組
み
、
六
週
間
に
亘

っ
て
、

ハ
ノ
イ
、

フ

エ
、
サ
イ
ゴ
ン
な
ど
、
仏
印
全
土
を
案
内
し
て
い
る
。
旅

の
最
後
に
、
梅
原
は
、

ア
ン
コ
ー
ル
地
区
を
訪
れ
て
い
る
。

日
本
か
ら
訪
れ
た
知
識
人
に
対
し
て
は
、
「友
好
」

の
証
と
し
て
、
総
督

と

学
院
か
ら
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
古
陶
器
や
ク
メ
ー
ル
彫
像
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
梅
原

に
対
し
て
は
、
総
督
が
院
長

の
セ
デ

ス
に
、
コ

級

の
ク
メ
ー
ル
彫
像
」
を
贈
呈
す
る
よ
う
、
さ
ら
に
は
、
「考
古
学

の
造
詣
が
深

い
知
識
人

へ
の
贈
呈
ゆ
え
に
、
慎
重

に
作
品
選
定
を
行
う
よ
う

に
」
と
、
指
示

　ゲ
　

を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た

「知
識
人
交
流
」
に
刺
激
さ
れ
、
日
本
か
ら
、
美
術
史
家
や
考
古

学
者
、
ま
た
西
本
願
寺

の
仏
教
使
節
が
イ

ソ
ド
シ
ナ
を
訪
れ
、

ア
ン
コ
ー
ル
遺
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跡
に
赴

い
て
い
る
。
日
本
国
内
で
も
、
イ

ソ
ド

シ
ナ
を
訪
問
し
た
学
者
た
ち
に

　ぬ
　

よ

っ
て
、
多
数

の
ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡
に
関
す

る
書
物
が
出
版
さ
れ
た
。
日
本

に

お
い
て
、

ア
ン
コ
ー
ル
が
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
混
乱
を
極
め
る

第
二
次
大
戦
中

の
こ
と
な
の
で
あ

っ
た
。

知
識
人
交
流
が
深
ま
り
を
み
せ
る
な
か
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
日
本
の
文
化
財

に
関
す
る
重
大
な
取
り
決
め
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
四
三
年
に
実
現
し
た
、

両
国
間
の

「古
美
術
品
交
換
」
で
あ
る
。
日
本
が
所
有
し
て
い
な
い
ク
メ
ー
ル

古
美
術
品
と
日
本
の
古
美
術
品
を

「交
換
」
し
よ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
「交

換
」
と
い
っ
て
も
、
現
実
的

に
は
、
日
本
軍

の
仏
印
進
駐
を
盾
と
し
て
、
日
本

側
が

一
方
的
に
、
欧
米
で
の
認
知
を
得
た
ア
ソ
コ
ー
ル
の
古
美
術
品
を
所
望
し

た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
交
渉
は
ま
ず

、

一
九
四

一
年
五
月
に
来
日
し
た

ゴ
ル
ベ
ウ
と
黒
田
清
と
の
会
談

で
な
さ
れ
、
黒
田
か
ら
、
「
ク
メ
ー
ル
美
術

の
　む
　

全
体
を
展
望
で
き
る
考
古
学
的
作
品
を
所
有

し
た
い
」
旨
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

一
九
四

一
年
九
月
、
正
式
に
作
品
交
換
が
決
定
さ
れ
た
。

一
九
四
三

年
、
東

シ
ナ
海

の
厳
戒
態
勢
を
ど
う
突
破
し
た
も
の
か
、

ア
ン
コ
ー
ル
の
古
美

術
品
が
東
京
帝
室
博
物
館
に
無
事
到
着
し
た
。
こ
れ
ら
、

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
か

ら
出
た
考
古
学
的
遺
物
や
古
美
術
品
は
、
現
在
も
、
東
京
国
立
博
物
館
に
、
六

　
む
　

九
点

の

「極
東
学
院
と
の
交
換
品
」
と
し
て
、
登
録
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
七

年

に

『
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
交
換
品
目
録
』

の
序
文
を
執
筆
し
た
浅
湫
毅

に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
美
術
品
は
、
「年
代
的
に
も
形
式
的
に
も
ヴ
ァ
ラ

エ
テ
ィ
に

富

ん
」
だ
、
「
ア
ン

コ
ー
ル
時
代

の
美
術

の
様
相
を
概
観

で
き
る
」
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
質
的
に
貴
重
な
も

の
は
少
な
い
と
は
い
え
、
交
換
さ
れ
た
古
美
術

品
の
量
は
、

こ
れ
ま
で
の
美
術
品
流
出

の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

学
院
保
有
文
書

に
よ
れ
ば
、
「総
計

八
ト
ン
、

二
一二
箱

の
カ
ン
ボ
ジ

ア
美
術
品
」

　ロ
　

を
日
本
に
送

っ
た
と
あ
る
。

「
文
化
交
流
」
と
い
う
美
名

の
も
と
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
の

古
美
術
品
は
、
戦
時
下

の
仏
領
イ
ン
ド

シ
ナ
か
ら
日
本

へ
の
政
治
的

「
貢
ぎ

物
」

に
他
な
ら
な
い
。
じ

っ
さ
い
、

フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
の
ゴ
ル
ベ
ウ
と

セ
デ

ス
は
、
ヴ

ィ
シ
ー
政
権
下
、
日
本

と
の
協
力
関
係
を
推
進

し
た

の
だ
と

い
わ

　お
　

れ
る
。
と
り
わ
け
、
革
命
以
前

の
ロ
シ
ア
出
身
で
、

フ
ラ
ソ
ス
で
も
王
統
派

の

国
粋
主
義
者
た
ち
と
も
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
ゴ
ル
ベ
ウ
は
、

一
九

一
〇
年
に

国
立
東
洋
語
学
校

で
短
期

の
講
義
を
し
た
際
、
受
講
し
て
い
た
ペ
タ
ソ
元
帥
と

知
り
合

い
、

一
九
四
〇
年
以
後
は
、
政
治
的
な
活
動
も
行

っ
て
い
た
と
い
う
。

一
九
四

一
年

の
彼

の
来
日
は
、
こ
う
し
た
政
治
的
背
景
も
あ

っ
て
ス
ム
ー
ズ
に

進
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ゴ

ル
ベ
ウ
や
セ
デ

ス
に
よ

っ
て
実
現
し
た
知

識
人
交
換
や
作
品
交
換
が
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
と
日
本

の
友
好
関
係
を
結
ぶ
と
い

う
政
治
的
役
割
を
負

っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定

で
き
な

い
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
逸
脱
的

で
政
治
的
な
行
状
を

「告
発
」
し
、

植
民
地
体
制
下
の
フ
ラ
ソ
ス
極
東
学
院
の
活
動
を
非
難
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
本
稿

に
お
い
て
強
調
し
た
い
の
は
、
個
々
の
研
究
機
関
や
研
究
者
が
引
き

起

こ
し
て
き
た
逸
脱
的
な
行
為

の

「
犯
罪
性
」
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
う
で
は

な
く
、
二
〇
世
紀
の
植
民
地
考
古
学

に
お
け
る
西
欧
的
な
遺
跡
保
存
の
理
念
そ
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の
も

の
が
、
イ
ソ
ド

シ
ナ
の

「過
去

の
蘇
生
」

の
代
償
と
し
て
、
「現
在

の
破

壊
」
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
と
い
う
事
実
、

そ
し
て
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

の
考

古
学
や
美
術
史
学

の

「成
熟
」
が
、
そ
の
対
象
と
な

っ
た
植
民
地
現
地
に
、
多

大
な

「喪
失
」
を
強

い
た
と
い
う
歴
史
的
事
実

で
あ
る
。
極
東
学
院
に
よ
る
独

占
的
な
古
美
術
販
売

に
せ
よ
、
事
大
主
義
的

な

「古
美
術
品
交
換
」
に
せ
よ
、

こ
う
し
た
考
古
学
的
逸
脱
は
、
ア
ン
コ
ー

ル
遺
跡
が
、
欧
米
や
日
本

と
い
う

(政
治
的
か
つ
学
術
的
な
)
列
強
国
か
ら
、
学
術
的
な

「
お
墨
付
き
」
を
得

て
、

今
日
的
な
意
味
で
の

「世
界
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
国
際
的
認
知
を
獲
得
し
て

ゆ
く
道
す
が
ら
、
強
制
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
運
命
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
再
び
、

ア
ソ
コ
ー
ル
遺
跡
群

の
保
存
、
復
旧
活
動
が
、
国
際
的
に
活

発
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

こ
の
歴
史
的
事
実
を
確
認
す
る
意
義
は
、
極
め

て
大
き
い
。
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ω
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㊤
O
H
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極
東

の
現
状

を

「
堕
落

」

と
す

る

セ
ナ

ー

ル

の
認
識

が

、

い
か

に

一
般

的

な

も

の
で
あ

っ
た
か

は
、
偉

大

な
中

国

学
者

と

し

て
知

ら

れ

る
次

の
ポ

ー

ル

・
ペ

リ

オ

の
言
葉

を

み

て
も

明

ら

か

で
あ

ろ
う
。

一
九

〇

〇
年

、
極

東

学
院

の
特
別

派

遣

メ
ソ
バ

ー
と

し

て
中

国

に

い
た

ペ
リ

オ

は
、
義

和

団

の
乱

に
巻

き
込

ま

れ
、

フ
ラ

ン

ス
大
使
館

を

武

力

で
守

り
通

し
た
。

そ

の
武

勇
伝

を

記

し

た
手
記

は
、

当

時

の
中

国

の
証

言

と

し

て
有

名

で
あ

る
が
、

し

か

し
、
彼

自
身

は
、
中

国

と

の
交
渉

に
は
、
武

力

制

圧

で

は
な

く
、
教

育
が

有

効

で
あ

る
と
考

え

て

い
た
。

な

に
よ

り
も
、

教
育

に
よ

っ
て
、

西
欧

人

の
考

え

方

を
理

解

さ

せ

る
こ

と
が

先

決

で
あ

り
、

そ
れ

こ
そ

が
、

「
最

良

の
政

治

的

政

策
」

で
あ

る

と
認

識

し

て

い

た

の
で
あ

る
。

さ
ら

に
、
彼

は
、

中

国

人

に
西
欧

を

理
解

さ

せ
る

と
同
時

に
、

中
国

そ

の
も

の

の
過

去

の
偉

大

さ
を

伝

え
、

現
状

の

「
堕
落

」

か
ら

復

興

さ
せ

ね
ば

な

ら

な

い
と

考

え

て

い
た
。

「中

国

に
対

し
、

我

々
西

欧

人
が

早

急

に
行

わ

ね
ば

な
ら

な

い
仕
事

は
、
中

国
人

を

理
解

し
た

う
え

で
、

中
国

人

に
中

国

人

と

は
な

に
か
を

理
解

さ

せ
る

こ
と

で
あ

ろ

う
。
」

(
モ
リ

ス

・
ク

ラ

ソ

『中

国

に

て
』

書

評
、
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九
〇
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年
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℃
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℃
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っ
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東
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た

ち
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、

コ
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ー
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ス

に
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ン
ド

シ
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書

誌

学
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歴
史

学

講
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」
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開

設

す

る
運
動

を

展
開

し
、

一
九

〇

八
年

に
実

現

す

る
。

初

代
教

授

に

は
、
極

東
学

院

院
長

の

ル
イ

・
フ

ィ
ノ
が

抜

擢

さ

れ
、

一
九

〇

八

年

五
月

一
六
日

に
就
任

演
説

が
行

わ

れ
た
。

い
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二〇世紀前半期におけるアソコール遺跡の考古学と仏領イソドシナの植民地政策
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鋤
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鋤
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㊤
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賦
赴

P
ω
。。
も。
.

(
9
)

日
本

と

フ
ラ

ン

ス
に

お
け

る

「極

東
」

と

「
東

ア
ジ

ア
」

の
概
念

の
相

違

に
関

し

て
、

ひ
と

こ
と
付

け

加

え

て

お
き

た

い
。

二
〇
〇

一
年

六
月

に
国

際

日

本

文
化

研
究

セ

ン
タ

ー

で
行

わ
れ

た

「近

代

東

ア
ジ

ア

の
美

術

史
学

、
建

築
史

学
、
考

古
学

の
成
立

」

と
題

し
た

シ
ソ
ポ

ジ

ウ

ム
に

お

い
て
、
私

の
役
割

は
、

日
本

に
お

い
て

「
東

ア
ジ

ア
」

と
認
知

さ

れ

て

い

る
中

国

や
朝

鮮

半
島

で

の
考

古

学
史

の
動
向

と
、

そ

れ

に

「属

さ
な

い
」

旧

フ
ラ

ン

ス
領

イ

ソ
ド

シ
ナ
地
域

と

の
差

異

を
浮

か
び
上

が

ら

せ

る
こ

と

に
あ

っ
た
。
通

常
、

日
本

の

「
東

洋
美

術

史
学

」

に
お

い
て

は
、

ア

ン

コ
ー

ル
遺

跡

や

チ

ャ
ソ
バ

の
美
術

は
、

日

本
が

属

す

る

(と

さ

れ

る
)

「
東

ア
ジ

ア
文

化

圏

」

の

「
外

部

」

に
位

置

づ

け

ら

れ

て

い
る
。

「
外

部
」

を
観

察

す

る

こ
と

で
、

「東

ア
ジ

ア
考

古

学

・
美

術

史

学
」

編

纂

「
内
部

」

の
問
題

点

を
洗

い
出

す

目

的
が

私

に
課

さ

れ

た

の

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

果

た
し

て
旧

仏

印
地

域

は

「東

ア
・シ
ア
」

の

「
外
部

」

な

の

で
あ

ろ

う

か
。

そ

う

で
あ

る
な

ら
、

な
ぜ

「外

部

」

と
な

っ
た

の
か
。

た

し

か

に
、
日

本
美

術

と

ク

メ

ー

ル
美

術

の

(影

響
)

関
係

は
歴
史

的

に
希
薄

で
あ

り
、

日
本

美
術

史

の
延
長

線

上

に
東

洋
美

術
史

を

組

み
立

て
る
従

来

の
方

法

で
は
、

旧
仏

印

地

域

の
美

術

は
重

視

さ

れ

な

い
。
小

学

館

の

『世

界

美

術

大

全

集
、

東

洋

編
』

で
は
、

「
東

南

ア
ジ

ア
」

の
美

術

と

し

て
、

ア

ン

コ
ー

ル
や

ジ

ャ

ワ
な

ど

の
美

術
が

纏

め
ら

れ

て

一
巻

を
与

え

ら
れ

る

に

と
ど

ま

っ
た
。

し
か

し
、

日
本

に
お

い
て
、

ク

メ
ー

ル
美

術

の
研

究

が
中

国

や
朝

鮮

半
島

の
美
術

に
比

し

て
重

視

さ
れ

て
い
な

い
と

い
う
事
実

は
、
単

に
、

日

本
美

術

と

ク

メ

ー

ル
美

術

の
歴

史
的

関
係

の
希

薄

さ

の
み

で
は
説

明

で
き

な

い
。

現
在

、

ク

メ

ー

ル
美

術

を
専

門

と
す

る

「
美

術
史

家

」

は
日

本

の
美

術
史

学

界

に

は
皆
無

と

い

っ
て
よ

い
。

半
世

紀
以

上

に
亘

っ
て

フ
ラ

ン

ス
人

の
手

に
よ

っ
て
研
究

さ

れ

た

カ

ン
ボ
ジ

ア

の
美

術

を
研
究

す

る

た

め
に

は

フ
ラ

ン

ス
語

の
修
得

が

不
可

欠

で
あ

り
、
東

洋

美
術

の
専

門
家

に
は
難

題

と

な

る
。

ま

た
、
植

民

地
時

代

以

後

の
混

乱

の
歴
史

も
、
当

然

な
が

ら

、
美

術
史

研

究

を
妨

げ

た
。

つ
ま
り
、

現

在

の
日
本

人

が

共

有

し

て

い
る

「
東

南

ア
ジ

ア
」

と

「
東

ア
ジ

ア
」

の
文

化

的

差
異

の
認
識

そ

の

も

の
が

、

「近

代

東

ア
ジ

ア
」

を

か

つ
て

「分

割

統

治
」

し

た

西
欧

諸

国

と
大

日
本
帝

国

の
植

民
地
主

義

政
策

に

よ

っ
て
強

化

さ
れ

た

こ
と

も
事

実

だ

ろ
う
。

そ
れ

ゆ

・兄
、

ア

ン

コ
ー

ル
地

区

で
行

わ

れ

た
文

化

財

行

政

の
あ

り
様

を

「
(
日

本

が
関

与

し

た
)

東

ア
ジ

ア
」

の

「
外
部

」

で

の
出

来

事

と

し

て
認
識

す

る

こ

と
じ

た

い
、

私

た
ち

の
学

問
体

系

の
内

部

に
植

民
地

学

的
残

存

が

あ

る
証

左

で

あ

る
と
考

え

る
必

要
も

あ

ろ
う
。

「
東

ア
ジ

ア
」
美

術
史

の
編
纂

過

程

を
整

理

す

る

に
あ

た

っ
て
、

そ

の
前
提

と

も

な

る

「東

ア
ジ

ア
」

と

「東

南

ア
ジ

ア
」

の
文
化

的

差

異

の
認

識

は
、
現

在

(
そ

し

て
こ
れ

か
ら

の
)
研

究

に
も
大

き

な

歪

み
を

も

た
ら

さ

ず

に
は

い
な

い

だ

ろ
う

。
本

文

で
指

摘

し
た

よ
う

に
、

二
〇

世
紀

初

頭

の

フ
ラ

ン

ス
東

洋
学

者

た
ち

は
、

イ

ン
ド

シ

ナ
と
日

本

を
同

じ

「
極
東

」

と

い
う
概

念

に
よ

っ
て
範

疇

化

し

よ
う

と

し

て

い
た
。

フ
ラ

ン

ス
人
研

究

者

は
、

「
極
東

」
概

念

に
よ

っ
て
、

今

日

の

「
東

ア
ジ

ア
」
全

体

を
包

括

し

た

の
で
あ

る
。

こ

の
視

点

の
も

と
、

草

創
期

の

フ
ラ

ン
ス
極

東

学
院

に

お

い
て

は
、

日
本

美

術

研
究

者

の
ク

ロ
ー
ド

・

メ
ー

ト

ル

(Ω

簿
¢
α
Φ
ζ

蝕
爲
ρ

一
八
七

六
ー

一
九

二
五

)
が

院
長

を

務

め

る

こ

と
も

あ

っ
た
。

ま

た
、

一
九

二
六

年

の
東

京

日
仏

会
館

の
創

設

に
あ

た

っ
て
は
、
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と

き

の
院
長

代

理

の

ア

ル

フ

レ

ッ
ド

・
フ
ー

シ

ェ
が

、

「
ハ
ノ
イ

の
極

東

学

院

と
同

等

の
施

設
」

と

す

る
よ

う
望

み
、

日
仏

で
折
半

さ
れ

た
資

金

も
、

フ
ラ

ン

ス
側

の
資

金

は
、

イ

ソ
ド

シ

ナ
総

督

府

か

ら

出

て

い

た

(〉
「
〇
三
<
①
ω

α
Φ

一両
両
国
ρ

0
霞
8
ロ
一
ρ
一Φ
暮
お

α
Φ
〉
罵
噌
Φ
匹
国
o
⊆
o
げ
臼

α
Φ
H
露

①
●)
。

当
時

に
あ

っ

て
は
、

ハ
ノ
イ

の
極

東

学
院

と
東

京

の
日
仏

会
館

を
極
東

の
同

じ
研

究

機
関

と

み
な
す
東

洋

学
者

も
多

か

っ
た

の

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
日
本

と

フ
ラ

ソ

ス
が

想

定

す

る

「
極

東
」

観
、

さ

ら

に

は
「東

ア
ジ

ア
」
観

に
は
、

大
き

な

隔

た

り
が

あ

っ
た
。

そ

れ

に
も

か

か

わ

ら
ず

、
隔

た

り

を
内

在

さ

せ

つ

つ
も
、

曖

昧

な

「東

洋

」

と

い
う
名

称

の
も

と

に
整

理

さ

れ
、

今

日

ま

で
語

り

継

が

れ

て
き

た

の
が

「
東
洋

美

術
史

」

と

い
う
学

問

で
あ

っ
た
。

こ

の
名

称

の
も

と

に
、

ひ

と

つ
の
物

語

と
し

て
語

り
得

る
歴

史
が

あ

る
か

の
よ
う

な
錯

覚

を
与

え

ら
れ

る
。

し

か
し
、
実

際

の
と

こ

ろ
、
近

代

に
お
け

る

ア
ジ

ア
各

地

の
考

古

学
調

査

と
美

術

史
編

纂

は
、

そ
れ
ぞ

れ

の
地

域

を
統

治

す

る
西

欧
列

強

と

日
本

に
よ

っ
て
、

独

自

に
進

め
ら

れ

た
だ

け

で
、
各

国

の
歴

史

編
纂

作
業

は
、
総

合

的

に
ひ
と

つ

に
ま

と

め
ら

れ

は
し

な

か

っ
た
。
近

代

的

な
考

古
学

・
美

術

史
研

究

は
、

植

民

地
分
割

の
版
図

を
忠

実

に
守

る

か
た

ち

で
、

日
本

は
朝
鮮

半

島

や
満

州

を
、

フ

ラ

ン
ス
は
イ

ン
ド

シ
ナ
、

オ

ラ

ソ
ダ

は
イ

ソ
ド

ネ

シ
ア
、

イ

ギ

リ

ス
は

イ

ン
ド

を
、

独
占

領
域

と

し

て
、
宗

主

国
間

は
、

基

本
的

に
は
不

干

渉

だ

っ
た

の
で
あ

る
。

ハ
ノ
イ

の
極
東

学
院

が

、

日
本

の
考

古

学
調

査

に
参

加

す

る

こ
と

は
な

か

っ
た

し
、

そ

の
逆

も

な

い
。

朝

鮮
半

島

は
日
本

考
古

学

の
独

壇

場

で
あ

り
、

ア

ン

コ
ー

ル
は

フ
ラ

ソ

ス
考
古

学

の
独

占

地

で
あ

っ
た
。

そ

し

て
各

国

の
専

門

家

た
ち

は
、

独
自

に
遂

行

さ

れ

る
互

い
の
仕
事

を
評
価

し
合

い
、
自

国

に
都

合

の

よ

い
東

ア
ジ

ア
理

念

に
よ

っ
て
美

術
史

を
編
纂

し

て

い

っ
た
。

そ

の
結

果
、

欧

米

列
強

と
日

本
が

各

々
提

供
す

る
調
査

結

果

を
、
己

に
都

合

の
よ

い
ア
ジ

ア
理

念

に
沿

っ
て
接

木

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、
各

国

間

に
褶

曲

と
断

層

を
も

つ

「
東

洋
美

術
史

」
が

形
成

さ

れ

る
こ
と

に
な

っ
た
。

こ
う

し

た
事

情

を
考

慮

し

つ

つ
、

近
年

盛

ん

に
行

わ

れ

て

い
る
近

代

に
お
け

る
日
本

・
東
洋

美
術

史

編
纂

の
再
考

作

業

は
、

日
本

内

部

で

の
美
術

史
編

纂

の

問
題

に
限
定

す

る
こ

と
な

く
、

よ

り
広

い
視

野

の
も

と

に
観

察

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
だ

ろ
う
。

そ

し

て
、

各

国

の
考
古

学

的

調
査

の
結
果

と

そ

れ
を

統
合

す

る
理
念
が

、

ど

の
よ
う

に
接
木

さ

れ
、

歪

な
外

形

を
持

つ
に
至

っ
た

の

か
を
見

極

め
る
作
業

も

不
可

欠

と

な

ろ
う
。

今

日
、

日
本

の
考

古

学

・
美
術

史

学

の
歴

史

の
検

討

か
ら
出

発

し

た
研
究

作

業

は
、
東

洋

美
術

史

編
纂

の
歴
史

の
検
討

へ

と
展
開

し

つ

つ
あ

る
。
日

文
研

で

の

シ

ソ
ポ

ジ

ウ

ム
は
、

こ

の
展

開

に
従
事

す

る
研
究

者

の
層

の
厚

さ
を

示

し

て

い
た
。

し

か
し
、

そ

の

一
方

で
、

日
本
が

直

接

閑
与

し
な

か

っ
た

「他

の
」
東

ア
ジ

ア
地
域

の
検
討

は
、

ま
だ

ま

だ
日

本

の

研

究
者

の
視

野

に
入

っ
て

こ
な

い
。
植

民

地
時

代

の
再

検

討
作

業

の
常

と
し

て
、

た
と

え
ポ

ス
ト

コ
ロ

ニ
ア

ル
を
標

榜

し

て
も
、

そ

の
検

討

範
囲

は

か

つ
て

の
植

民
地

を
出

る
こ
と

は

ほ

と

ん
ど
な

い
。

そ

の
た

め
、

学
界

で

は
、

植

民
地

時
代

の
政

治
版

図
を

反
復

す

る
互

い
に
不

干
渉

な

コ

ロ

ニ
ー
化

が

生

じ

る
。

し

か
し
、

真

の
意
味

で

の
ポ

ス
ト

コ
ロ

ニ
ア

ル
研
究

は
、
植

民
地

時

代

に
構

造

化

さ
れ

た

学
問

領
域

を
脱

植
民

地
化

す

る
こ

と

に
よ

っ
て

の
み
、
可

能

な

の
で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

(10
)

い
①
什肓
①

α
亘

に

冒
巳
簿

一
㊤
8

α
Φ

い
o
巳
ω
国
昌
9

91

Ω

p。
⊆
α
①

]≦
巴
寓
ρ

α
o
ω
ω
貯
H
巴

日
3
δ
嘗
簿
尽

〉
『
o
げ
守
①
ω
α
①
一、国
勾
国
ρ

8

暮
○
昌
℃
刈
・

(11
)

出
Φ
ロ
ユ

℃
費
ヨ
穹

菖
Φ
お

《
ぎ
ho
同
B
①
菖
3

y

卜
§
ミ
鷺
ら
ミ
蚕

P
H
ρ

H
㊤
H
。。
●

(12
)

》
冥
⑪
鼠

お
冨
藻

巴

9
8

磊

①
署

曽
ユ
9

穹

ぎ
α
o
-
0
ぼ
器

α
Φ
ω
ヨ
o
昌
ロ
目
魯

け
ω

Φ
け
o
豆
Φ
け
ω
昌

き

什
§

ぎ

叶騨

⑪
け
三

ω
8

ユ
ρ
ま

〇
二

費

鉱
ω江
ρ
q
ρ

誉

ミ
ミ

ミ

§

ら
ミ

"
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6
0
ρ

づ
・ω
=

畳

(
13
)

拙

稿
、

「
芸

術
破

壊

と

フ
ラ

ン

ス

の
美

術

史

家
、

ル
イ

.
レ

オ
著

『
ヴ

ァ

ン
ダ

リ

ス
ム

の
歴
史

』

の
余

白

に
」
、

『西

洋
美

術

研
究

』

六
号

、

二
〇

〇

一
年
、

一
四
六

-

一
五
三
頁

。

(14
)

い
巷

Φ
&

Φ
冨

U8

皀

騨
ρ

ミ

e
§

§

ミ

翁

ら
愚

ミ

§

§
§

§

§

冴

§

O
Q
ミ
ぎ
愈

"
。。
<
o
r

一
8

N

H
㊤
O
メ

一
8
0。
"
℃
o
居
ジ

(
15
)

O
a

o
p
昌
穹

8

8
《
巴
Φ
曾

。。
H
ヨ
費
ω
一
㊤
H
尸

bロ
ミ
§

§

匙
§

帖ミ
。。味ミ
愚

§

O
Q
ミ
S

愈

】
お

H
尸

P
卜O
O
9

(
16
)

窃
ミ
ミ

ミ

§

ミ

9

§
ミ
箇曁

§

犠
§
ミ

o
譜

鷽
ミ

§

N§

§

ら
ミ
ミ

旧
冨
謎

ミ

黛
§
ミ
ミ
ミ

轄

ぎ

§
毳

讐
o。
。
皀
①
鼠

α
Φ
ω
思

三

8

ω
ひq
O
。
ひq
『
巷

げ
δ
ロ
Φ
ρ

ヨ
⇔
亭

江
ヨ
Φ
ω
①
け
8

一〇
巳
巴
Ω

しb
ミ
冷
妹§

黛
§
ミ

o
譜

鷽
ミ

§

ミ
請
魯

O
ミ
帖§
ミ
一
団

-

訂

巴
ユ
①
ρ

<
鋤
昌

○
①
ω
戸

℃
鋤
誌
ω
∵
ミ
駄
§
ミ
ミ
的
織
§
ミ

o
N龕
鷽
ミ
的
辱
§

隷

特
ミ

N
肉
禺

9

勺
p
『
β

ρ

<
鋤
ロ
○
①
ω戸

お

N
ρ

6
ω
P

(17
)

』
o
ω
①
9

=
碧

匹
昌

①
け

閑
Φ
融

○
『
o
昜
ω
①
戸

ミ
請
"
鳴

O
ミ
ミ
ミ

鳶
℃
N
O。
-

N
逾

§

〉
昌
昌
巴
①
ω
費

]≦
昜

0
Φ
〇
二
一日
Φ
戸

しd
ヨ
嵩
0
9

9

ロ
Φ
α
Φ
<
⊆
膩
鋤
ユ
ω
蝉
菖
o
員

8
ヨ
Φ
虧
。。
"
い
ま
鑓
三

Φ
℃
四
巳

O
Φ
ロ
昏
Φ
斜

一
㊤
卜。
Q。
・

ギ

メ
美

術
館

の
再

編

作
業

を
報
告

す

る
こ

の
書

物

は
、

一
九

二
〇

年

代

の

フ

ラ

ン

ス
の
東

洋
学

理
念

を
表

象

す

る
場

と

し

て
、

ギ

メ
美
術

館

が
変

貌

す

る
過

程

を
詳

細

に
伝

え

て

い

る
。

一
九

一
九
年

ま

で
、

美
術

館

の

「
陽

の
当

た
る
場

所

」

で
あ

る

一
階

の

ロ
ト

ソ
ド
、

イ

エ
ナ

・
ギ

ャ
ラ

リ
ー
、

ボ

ワ

シ

エ
ー

ル

.

ギ

ャ
ラ

リ
ー

に
展

示

さ
れ

て

い
た

の
は
、

日
本

の
デ

ッ
サ

ソ
や
日

本

と
中

国

の

陶

磁

器

で
あ

っ
た
が
、

美
術

館

再

編

に

よ

っ
て
、

一
階

は
、

す

べ

て

「
イ

ソ
ド

シ
ナ
考

古

学

に
限
定

」

さ

れ

る

こ
と

に
な

る
。

さ
ら

に

は
、

「
シ

ャ
ヴ

ァ
ン

ヌ

室

」

や

「
ペ
リ
オ
室
」

に
代
表

さ

れ

る
考
古

学

調

査

を
報

告

す

る
部

屋

の
新
設

に
加

え

て
、

ゴ

ル
ベ

ウ
や
バ

コ
に

よ
る
中

央

ア
ジ

ア
や

チ

ベ

ッ
ト

の
調
査

か
ら

持

ち
帰

ら
れ

た
考
古

学
的

遺
物

に
重

要

な
場
所

を
与

え

る

の
で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
、

ク

メ

ー

ル
美

術

を
基

点

と

し

て
、

チ
ベ

ッ
ト
な
ど

の
イ

ン
ド

周

辺
地
域

の
美

術

へ
と

導

い
て
ゆ

く
ギ

メ
美

術

館

の
新

た

な
展

示

の
流

れ

は
、

イ

ン
ド

シ
ナ
と

い
う

フ
ラ

ソ
ス

に
と

っ
て

の

「極

東

」

に
よ

っ
て
、

ア
ジ

ア
全

体

を
理
解

し
よ
う

と
す

る

ジ

ェ
オ
ポ

リ

テ

ィ
ク

ス
を
反

映

し

て

い
る

と

い
、兄
る

だ

ろ
う

。

じ

っ
さ

い
、

一
九

一
七

年

に
美

術
館

創

設
者

の

エ
、ミ
ー

ル

・
ギ

メ
が

没

し

て
以
降

、

一
九

二
〇
年

代

に
ギ

メ
美

術
館

の
運
営

に
あ

た

っ
た
責

任

者

た

ち

は
、

多

か
れ
少

な

か

れ
、
極

東
学

院

に
よ

っ
て
本
格

化

し

た
考
古

学

の
先
駆

者

た
ち
、

お

よ
び

そ

の
洗
礼

を

受

け

た
も

の
た
ち

で
あ

っ
た
。

フ

ィ
ノ
、

フ
ー

シ

ェ
、

ゴ

ル
ベ

ウ
、

ペ

リ
オ

な
ど

の
学

院

関
係

者

に
加

え

、

ル
ネ

・
グ

ル

セ
、

ジ

ョ
ゼ

フ

・
ア

カ

ン
な

ど

の
若

い
学

芸

員
も

美

術
館

の
再
編

に
あ

た

っ
た
。

こ

う

し
た
新

た

な
世
代

の
研
究

者

に
よ

っ
て
、

再
編

構

想
が

具

体
化

さ
れ

る
な

か

で
、

創
設

者

エ
ミ
ー

ル

・
ギ

メ
に
曲
ハ型
的

で
あ

っ
た

一
九

世

紀

型

の
万

国
博

覧

会
的

な

ス
ペ

ク
タ

ク

ル
と

し

て

の

「極

東

」
展

示

に
終

止
符

が

打

た

れ

る
。

そ

れ

を
象
徴

す

る

の
が
、

こ

の
美

術
館

再

編

の
犠

牲

と

な
り
、

陽

の
当

た
る
場

所

を

明
渡

し
、

一
部

「
お
蔵

入

り
」

の
憂

き

目

を
被

り

な
が

ら
、

三
階

へ
と
移

動

さ

せ
ら

れ

た

日
本

の
陶

磁

器

で
あ

ろ

う
。

二

〇

世

紀

型

の

フ
ラ

ン

ス
東

洋

学

(
オ

リ

エ
ン
タ

リ

ス

ム
)

に
よ

っ
て
、

一
九

世

紀

末

期

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム
も

遺

影

と
化

す
運

命

に
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

(
18
)

極

東
学

院

の

「
特

派
員

」

の
名

の
も

と

に
、

一
九

〇

〇
年

に
中
国

調
査

を

行

っ
た

ペ
リ

オ
は
、
義

和

団
事

件

の
混
乱

の
な

か
、
北

京

で

一
五

二
点

の
古

画

と
大
量

の
仏

典

や
漢

籍

を
入

手

し

た
。

そ
れ

ら

は

一
九
〇

三
年

ま

で
、

ハ
ノ
イ

の
極
東

学
院

博
物

館

で
保

管

さ

れ

て

い
た
。
同

年

六

月

の
台
風

で

一
部
被

害

を
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受
け

た

こ
れ

ら

の
資
料

は
、
安

全
確

保

の
た

め
、

一
九

〇

四
年

に
、

パ
リ

の

ル

ー
ヴ

ル
美

術
館

と
国

立
図

書
館

へ
と
委
託

さ

れ

て
い
た
。

し

(
19
)

=
穹

瓜

く
。
ヨ
Φ

曾

鉾

"
卜
壽

。
澄

§

ぽ

ミ

黍

N
§

-
N
§

℃
勺
霞
歩

ud
ま
嵩
0
9
8

器

α
Φ
一㎡
o
皀
①
身

い
8

<
「ρ

一
Φ
ω
b。
一
署

.一
雪

-
目
。。
O
・

講
義

の

一
部

を

こ

こ

に
紹

介

す

る
。

ジ

ョ

ル
ジ

ュ

・
サ

ル
が
担

当

し

た

「
ア

ジ

ア
美

術

講

座

」

の
内

容

は

以

下

の
通

り
。

「
中

国

の
美

術

」

(
一
九

二
六

年

度

)
、

「
中

国

絵

画

と

そ

の
他

の
極

東

の
絵

画

と

の
交

流

史

」

二

九

二

七

年

度

)
、

「
銅
器

と
鉄

器

-
中

国

美
術

と

イ

ス
ラ

ー

ム
美

術
」

(
一
九

二

八
年
度

)
、

「
イ

ス
ラ

ー

ム
美

術
、

そ

の
起

源

と
極

東
美

術

と

の
交

流
」

(
一
九

二
九

年
度

)
。

ま

た
、

「
イ

ソ
ド
考

古

学

・
美

術

講

座
」

で

の
講
義

は
以

下

の
通

り
。

古

代

イ

ン
ド
美

術

(ジ

ョ
ゼ

フ

・
ア

カ

ン
担

当
、

一
九

二
八
年

度

)
、

「
六
-

一
四
世

紀

の

ク

メ
ー

ル
美

術

、

プ

レ
ア

ン

コ
ー

ル

の
美

術

と

ア

ン

コ
ー

ル
の
美

術
」

(
フ

ィ
リ

ッ
プ

・
ス
テ

ー

ン
担

当
、

一
九

二
九
年

度

)
、

「
チ
ベ

ッ
ト
と
中

央

ア
ジ

ア

の
美

術

」

(
ル
ネ

・
グ

ル

セ
担

当
、

一
九

三

〇
年

度

)
、

「
古

代

イ

ン
ド

美

術

、

絵

画

」

(
ス
テ
ー

ン
と
グ

ル
セ

の
担
当

、

一
九

三

一
年

度
)
。

(
20
)

本

国

で

の
研
究

体

制

の
整

備

を
象

徴

す

る

の
が

、

ス
テ

ー

ン
に

よ
る

『
ア

ン

コ
ー

ル

の
バ

ヨ
ン
と

ク

メ

ー

ル
美

術

の
展

開

』

(℃
ぼ
一昼
℃
①

ω
け臼
P

卜
恥

智

§

叙
区
爨

◎
ミ
こ

、"
ミ

ミ
§

§
譜

ミ

ミ

ぎ

§
§

嘶
ミ
§

ミ

誌

ミ
芻
"§

§

ミ

き

こ
ミ

N鴣
暗

譜
⇔
§
§

ミ
§
§

融

ぎ

§
鳴
蚕

〉
馨

巴
Φ
ω
巳

ζ
昜

伽
①
O
巳
ヨ
Φ
計

ud
ま
ぎ

曄
9

器

自
Φ
<
巳
ひq
霞
一畧
δ
P

8
ヨ
①
ミ

"
℃
鋤
三

〇
2

叶三
①
が
勺
蝉
ユ
ω
レ

㊤
b。
ご

で
あ

る
。

一
九

二
七
年

、

イ

ン
ド

シ
ナ

に
足

を
踏

み
入

れ

た

こ
と

の
な

い
パ

リ

の
研
究

者

の

フ

ィ
リ

ッ
プ

・
ス
テ

ー

ン
は
、
ギ

メ
美

術

館
が

所

蔵

す

る

オ
リ

ジ

ナ

ル
彫

像

と
、
極
東

学

院

が
提

供

す

る
調

査
記

録

の
み

に
よ

っ
て
、

ク

メ
ー

ル

美
術

の
年

代
設

定

を
大

幅

に
修

正

す

る
大

胆

な
仮

説

を
打

ち
出

し
た
。

ク

メ
ー

ル
美

術
研
究

の
メ

ル
ク

マ
ー

ル
と

な

る
書

が
、

現
地

研

究
者

で
は

な
く

、

メ

ト

ロ
ポ

ー

ル
の
研
究

者

に
よ

っ
て
発
表

さ

れ

た
と

い
う

事
実

は
、

こ

の
時

期

の

フ

ラ

ソ
ス
本

国

で

の
研

究
体

制

の
整

備

と
研

究

水
準

の
高

さ

を
我

々

に
伝

え

て

い

る
。

(
21

)

O
a

。
暮

譽

8

『
。
巻

冨

邑

鋤
冖貯

Φ

き

巳
鋤
ω
ω①
日

Φ
三

α
①
ω

日

。
旨
ロ
ヨ

①
算

ω

三
ω
8
ユ
ε

Φ
ω

巳

9

ヨ
9

α
ひq
Φ
鳩
豊

ミ

§

§

ぎ
帆ミ
。。、§
ミ

§

9

ミ
ぽ
愛

H
㊤
卜。
ω
"
や
。。
8

●
菊
8

ユ
ω
α
き

巴

Φ
罍

O
》
×
×
H<

口

⑩
誤

噂
づ
.①
お

・

(
22
)

幻
α
ぴq
帋
ヨ

Φ
算

含

ζ

=
ω伽
Φ

≧

び
①
詳

ω
9
『
蠧

鼻

δ

b。
①

日

霞

ω

H
露

蔭
=

Φ

罍

9

×
×
一く
翼

㊤
卜。
9

b
・①
竃
.

(23
)

「
マ
ル

ロ
ー
事

件
」

に
関

し

て
は
、

と

く

に
以

下

の
文
献

を
参

照
。

鬢

●
○
.
い
き

σq
δ
す

ミ
ミ
§
§
屮

丶ぎ
蛇
§

ミ
ミ

ミ
§

ら
ミ
ミ

蹄
魯

]≦
臼
o
霞

Φ

山
Φ

宰

9
ヨ
o
ρ

一
㊤
①
ざ

ζ

鋤
巴
日
Φ

零

o
酔

o
巨

島

ρ

郎
導

§

き
ミ
§
焼嶋
ミ

へ
§

鳴

蕊

羹

営

§

8

密

三

8

内
。。
蕾

ω
戸

一
㊤
㊤
刈
●

(
24

)

》
民

鼠

寓

動
二
躄

〆

卜
匙

§

臘

§

、匙
智

(お

ω
O
)
鴇
団

げ
蕁

三

Φ

0
9

仙
「
巴
Φ

「
蠧

g

巴
ω
ρ

一
㊤
㊤
b。
・

(
25

)

》
昌

⑪
鼠

窪

8

塁

鋤
暮

冨

奉

昌
9

譽

9

ヨ
び
o
α
αq
Φ

α
、○
豆
卑

ω

磐

o
δ
昜

筏

o
<
Φ
8

算

傷
Φ

ヨ

o
淒

ヨ

Φ
三

ω
ゴ
幹

o
ユ
ρ
器

ω
」

①

に

欲
く
ユ
Φ
同

H
㊤
卜。
ρ

冒

ミ
§

ミ

§

9
鼻

嵩

缺

く
ユ
①
『

一
露

。。
"
b
.。。
O
。。
・

重
要

な

条

項

を

こ

こ

に
訳

出

し

て
お

く
。

「
第

一
条

、
歴

史

的

建

造

物

に
由

来

す

る

(…

…
)
古

美
術

品

の
販
売

は
、

以

下

の
条
件

の
も

と

に
、

カ

ソ
ボ

ジ

ア

に

お

い

て
許

可

さ
れ

る
。
/
第

二
条
、

古

美

術
品

販

売

は
、

以

下

の
第

三
条

で
規
定

さ
れ

た

リ

ス
ト

に
則

っ
て

の
み
許

可

さ

れ

る
。
/

第

三
条

、

カ

ソ
ボ

ジ

ア
美

術

部
局

長

と

カ

ン
ボ

ジ

ア
保
存

官

は
、

毎
年

、
合

意

の
も

と

に
、

学
術

的

に
、

あ

る

い
は
美
術

的

に
価
値

が

な

く
、
す

で

に
植

民

地

の
博
物

館

や
倉

庫

に
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同
種

の
も

の
が

保
管

さ

れ

て

お
り
、
指

定

リ

ス
ト

か
ら
外

し

て
も

よ

い
と
判

断

し

た
物
品

の
リ

ス
ト
を
作

成

す

る

こ
と
。

こ

の

リ

ス
ト
を
、

カ

ソ
ボ

ジ

ア
古

美

術
委

員
会

が
審

議

し
、

販
売

が
許

可

さ

れ

た
物

品

の
リ

ス
ト
を

作
成

す

る
。

そ

の
リ

ス
ト

に
は
、

(
1
)
通

し
番

号
、

(2
)

名
称

お

よ
び
簡

潔

な
作

品
記

述

、

(
3
)
寸

法
、

あ

る

い

は
重

量

、

(
4
)
出

所

、

(5
)

販

売

価

格

が

記

載

さ

れ

る
こ
と
。

こ

の
リ

ス
ト
は
、

フ

ラ

ン
ス
極

東

学
院

院

長

の
決

定

に
よ

っ
て
承

認

さ

れ
、
物

品

は
、

ア

ル
ベ

ー

ル

・
サ

ロ
ー
博
物

館

に
集

め
ら

れ

る
。
/
第

四

条
、

物

品

の
販
売

は
、

カ

ソ
ボ

ジ

ア
美

術

部

局

長

の
立

会

い

の
も

と
、

ア

ル
ベ

ー

ル
・
サ

ロ
ー
博

物
館

に
お

い
て

の
み
行

わ

れ

る

こ
と
。

そ
れ

ぞ

れ

の
物
品

に
は
、

物

品

の
状

態

を
記

録

し

た

オ
リ

ジ

ナ

ル
証

明
書

が

付

さ

れ
、
加

え

て
、

購

入
者

の
氏
名

と
住
所

を

記
録

す

る

こ
と
。

(
…
…
)
/

第

五
条

、

販
売

利

益

は
、

フ
ラ

ン
ス
極
東

学

院
院

長

の
発

行

す

る
書

式

に
従

っ
て
、

カ

ン
ボ
ジ

ア
美

術

部
局

長

が

、

カ

ン
ボ

ジ

ア
収

入

局
管

轄

の

フ
ラ

ソ

ス
極

東
学

院

の
予
算

口
座

に
振

り
込

む

こ

と
。
利

益

は
、

ア

ソ

コ
ー

ル
地

区

の
保

存

活

動

に
割

り

当

て
ら

れ

る
。

(…
…

)
」

(
26
)

》
8
匡
く
Φ
ω
α
Φ
鴨
国
司
国
ρ

O
霞
8
コ
ト。
o。
"
U
o
2

ヨ
Φ
耳
憩

く
Φ
耳
Φ
ω
α
、o
豆
Φ
けω

鋤
嵩
O
一
Φ
コ
ω
●

(
27

)

量

ρ

9

誹

8

卜。
。。
"
牢

。
。
0
ω

〈
臼
び
巴

号

冨

O
。
ヨ
巨

路

8

画
Φ
ω

〉
螽

ρ
三
鼠

ω
匡

ω
8

「
凶ε

①
ω
卑

鋤
H
9

⑪
9

0
ひq
5

器

ω
含

0
鋤
日
げ
&

σq
Φ
(
一Φ
b◎
O
餌
O
⇔
什
一
㊤
bo
ω
).

(
28

)

同甑

α
己
0
餌
「8

巳

。。
℃
<
Φ
耳

Φ
ω
α
①
ω
0
9
Φ
けω
黛。
口
9
Φ
ロ
ω
.

(
29

)

Hぼ

α
・

極

東

学

院

の
保

有

文

書

に

は

、

販

売

対

象

と

な

っ
た

彫

像

の

写

真

、

購

入

者

リ

ス

ト

な

ど

が

多

数

含

ま

れ

て

お

り

、

売

却

さ

れ

た
美

術

品

の
行

方

を

追

う

作

業

も

、

(と

り

わ

け

日

本

に
関

し

て
、
)

こ

れ

か

ら

の
課

題

と

し

て

残

る

。

(
30

)

量

価
・ロ
Φ
葺

Φ
含

臼

冨

9
Φ
霞

山
Φ
ω
胃

けω
8

ヨ

σ
o
猪

δ
磊

き

α
冨

9

2

乙

Φ

一"国
国
国
○

(
δ

b。
ら
冨
⇒
≦

Φ
『
δ

謹

)・

(31
)

O
h

霊
①
冥
①
ω
言
ひq
贄

鋤
く
魁
o
～

卜
庫

ミ
鳴
誉

ミ

ミ
紹

駄
顕

ミ

§
曾

O
蔦
鳴
§
妹

ミ

N
、§

切
ミ

ミ
職
o
§

§

的
§

轟
靈

防

食
譱

-
N
鑿

鳴
鴇
ミ

駄
、ミ
⑦
討
帖蕊

切
8

ミ
智

ミ

辱
ミ
軌譜

ミ

§

ミ

G・9
§

ミ

8

No
§
隷
ミ

い
、=
穹

日
讐

鼠

P

勺
鋤
ユ
ω
弘

Φ
㊤
㊤
"
P
頴

卜⊃
・

(32

)

>
8

三

く
①
ω
α
Φ
一両

団
国
ρ

0
霞

8

巳

。。
"
<
Φ
耳

①
ω
山
①
ω
o
豆
①
富

①
づ
9
Φ
昌
ω
'

事

態

を

重

く

見

た

パ

リ

の

フ

ィ

リ

ッ
プ

・
ス

テ

ー

ソ

は

、

院

長

に

抗

議

の
手

紙

を

送

り

、

セ
デ

ス

は

、

ホ

テ

ル

で

の
販

売

を

禁

止

す

る
通

達

を

出

し

て

い

る
。

(33

)

8

置
.L

簿

肓
Φ
匹
①
0
8

α
α
ω
住
ロ

一
①『
鋤
く
註

一
㊤
ω
一
.

(34

)

守

己
`

〈
Φ
暮

①
ω
9。
二

罎

昜

伽
Φ
〉
ヨ

ω8

a

餌
ヨ

●

取

引

の

内

訳

は
、

以

下

の
通

り
。

「
女

性

彫

像

」

二

体

(四

〇

〇

ピ

ア

ス

ト

ル
と

六

〇

〇

ピ

ア

ス

ト

ル
)
、

「
四

つ

の
顔

面

を

も

つ
頭

部

」

(八

○

○

ピ

ア

ス

ト

ル
)
、

「
菩

薩

の
頭

部

」

(
六

〇

〇

ピ

ア

ス

ト

ル
)
。

(35
)

8

己

・℃
<
Φ
耳

Φ
ω
蝉
口

]≦
騨

『
o
O
o
洋

①
昌
】≦
昜

窪

日

し
Φ
菖
お

α
Φ
O
o
Φ
留

ω
α
¢
一
H

鋤
く
同
=

ド
Φ
ω
①
幽

こ
の
手
紙

か

ら
、

メ
ト

ロ
ポ

リ

タ

ン
か
ら

委
託

さ

れ

た

マ
ー
テ

ィ
ン

・
バ

ー

ム
ボ

ム
が
、

作
品

選
定

の
た

め

に
イ

ン
ド

シ
ナ

に
足

を
運

ん
だ

事
実

が

わ

か

る
。

現

地

で
、
彼

が
購

入

を
希

望

し

た
彫
像

の
な

か

に

は
、

イ

ン
ド

シ
ナ

の
外
部

に

出

せ
な

い
も

の
も
含

ま

れ

て
お

り
、

学
院

長

の

セ
デ

ス
は
、
困

難

な
交

渉

を
余

儀

な

く

さ

れ

た
。
手

紙

の
冒

頭

に

は
次

の

よ
う

な
言

葉

が

み
え

る
。

「
…

…

メ

ト

ロ
ポ

リ
タ

ン
美

術
館

に
譲

渡

可
能

な

ア

ソ

コ
ー

ル
美

術

品

の
写

真

を

お
送

り

し
ま

す
。
あ

な

た
が
先

日

、

ア

ン

コ
ー

ル
の
考

古

学
倉

庫

で
選

び

ま

し

た
彫
像

の
な

か

に
は
、

現
場

で

の
修

復

終

了
後

に
戻
す

た

め
に
保
管

し

つ
づ

け
ね
ぽ

な

ら
な

い
も

の
が
、

幾

つ
か
あ

り

ま

し
た

の
で
。
」

(
36
)

そ

の

ほ
か

四
点

の
内

訳

は
、

以
下

の
通

り
。

「装

飾

付

石
材

」

(
二
五

〇
〇
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ピ

ア

ス
ト

ル
)
、

「仏

陀

頭

部

」

(
三
〇

〇

〇

ピ

ア

ス
ト

ル
)
、

「
観

世
音

菩

薩

頭

部
」

(
一
〇
〇

〇

ピ

ア

ス
ト

ル
)
、

「
バ

ヨ
ン

の
柱

断

片
」

(
二
〇
〇

〇

ピ

ア

ス
ト

ル
)
。

ア

ン
ド

レ

・
マ
ル

ロ
ー

は

『
王
道

』

で
、

「
小

さ
な

浅
浮

き

彫

り

で
も

三

〇
〇

〇
〇

フ
ラ

ン

(三

〇
〇

〇

ピ

ア

ス
ト

ル
)
」

で
愛

好
者

に
売

却

で
き

る

と
、

主
人

公

の

ペ

ル
ケ

ソ
に
語

ら

せ

て

い
る
が
、

そ

の
価

格

と
、

メ
ト

ロ
ポ

リ

タ

ン

美
術
館

へ
売

却

さ
れ

た
美

術
品

の
価
格

は
極

め

て
近

い
も

の
と

な

っ
て
い
る
。

(
37
)

》
『
〇
三
く
Φ
ω
α
Φ
憎
国
国
国
ρ

0
費
梓o
昌
N
。。
藁
Φ
暮
お

自
①
O
o
a

α
ω
卿
ω
自
く
Φ
ω肓
ρ

菊
ひ
ω
置
Φ
ヨ

ω
ロ
忌

ユ
Φ
霞

躄

O
蝉
日
ぴ
o
α
ひq
ρ

《
一①
bO
心
hO
<
N
一①
吋
一
㊤
ω
①
》
5

(
38
)

Hび
置
.L
Φ
暮
お

α
①
O
o
α
α
①
ω
α
二
8

は
く
ユ
霞

δ
ω
①
・

(
39
)

こ
う

し

た
学

術
上

の

「
貢

ぎ
物

」

に
加

え

て
、
文

字

ど

お
り

政
治

的

な
貢

ぎ

物

と

し
て
美

術
品

が
贈

呈

さ

れ

る
場

合

も
あ

っ
た
。
例

え
ば

、

イ

ン
ド

シ
ナ

の
任
務

を
終

え

た

フ
ラ

ン

ス
人
高

官

に
、

総
督

か
ら

の
要

請

で
、

学
院

は
古

美

術

品

を

「
贈
呈

」

し

た
。

た
と

え
ぽ

、

一
九

三
〇

年
、

フ

エ
の
高
官

だ

っ
た

ル

フ

ォ
ル
に

「
彫

像
頭

部

」

二
体
、

一
九

三
三
年

、

イ

ン
ド

シ
ナ
高
官

の

ラ
ヴ

ィ

に

「
彫

像

頭
部

」

一
体

を
贈

呈
、

一
九

三
五
年

、

コ
ー

チ

シ
ナ
政

府

に

「
ク

メ

ー

ル
獅

子
像

」

二
体
を

贈
呈

し

て

い
る
。

(
40

)

O
h

輯

9

×
×
×
M
一
㊤
○。
一
.

植

民
地

博
覧

会

の
翌

年

に
刊

行

さ

れ

た

『
フ
ラ

ン

ス
極
東

学
院

紀

要
』

に
は
、

博

覧
会

に
参

加

し

た
学
院

メ

ソ
バ

ー
、

ヴ

ィ

ク
ト

ル

・
ゴ

ル
ベ
ウ

に

よ

る
報

告

が

掲
載

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
報

告

に
よ
れ
ば

、

展

示

さ
れ

た

オ

リ
ジ

ナ

ル
彫

像

と
鋳
型

、

そ
し

て
復

元

さ
れ

た

ア

ソ

コ
ー

ル

・
ワ

ッ
ト

の

一
部

は
、
博

覧
会

閉

会

後
、

ギ

メ
美
術

館

の
保

管

と

な

っ
た
。

こ

の
展

覧
会

の
実

現

に
は
、

ギ

メ
美

術
館

の

ル
ネ

・
グ

ル

セ
と

フ

ィ
リ

ッ
プ

・
ス
テ

ー

ン
の
協

力

が

大
き

か

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

(
41
)

O
h

卜
恥
ト
ミ
蕊

織
.ミ

§

N
喜

8
ミ
o
§

8
ミ
ミ
黛
智

§
紺
§
亀
融
o
§
犠
貯

§

尋

鼠
的

N
捻

ト

b
二
び
嵩
ひ

ω
o
=
ω

置

ロ
①
嘗
o
昌
曽
ひq
Φ

○
窪

9
色

α
¢

O
o
ヨ
ヨ

δ
ω
鋤
ユ
簿

0
9

曾

巴

α
Φ

一、国
×
℃
o
ω
三

8

冨

二

鋤

国
巴

騨

讐

δ
昌

国
鑓

9

巴
ω
o
α
o
ω
》
コ
α
8

ω

O
o
δ
巳

鋤
ロ
×
鳩
勺
p。
ユ
ω
"
出

o
昌
o
融

O
び
鋤
旨

豆
O
P

H
り
ω
ど

b
b
μ
卜。
O
I
一曽

●

(
42

)

き

ミ

・"
ロ
弓
』
卜。
O
山

N
H
●

(
43

)

〉
容

匡

く
①
ω

α
Φ

一、国
勾
国
ρ

9

辞
8

一
9

ゆ
9

躄

σq
①

創
Φ

8

口
州騨

9

。
ρ

<

貯

什
O
『

O

O
一
〇
口
び
Φ
≦

.

(
44
)

量

α
こ
9

畧
8

昼

ゆ
9

き

ひq
①
α
①
8

腎

騨
9

8

も

弖

Φ
け
α
Φ

0
8

お

Φ
ω

O
o
Φ
α
α
ω
●

(
45

)

Hび
一ρ

9

辞
8

一
ρ

け
魯

穹

ひq
Φ

α
Φ
8

口
欲
お

9

ρ

O
鉦

ζ

蝉
ω帥
。
・

(
46

)

Hぼ

α
.噂
9

#
8

一
ρ

帥
筈

き

σq
①

匹
①
8

三

酵

9

8

》
d
目
9

霞

鋤
・

し

(
47
)

H亘
ρ

O
霞

8
口
H
ρ
国
9

磐

ぴq
①
α
Φ
8

a
騨
魯

8

二
Φ
暮
「
①
α
Φ
一肖
湯
娼
8

什Φ
霞

ひq
O
ロ
騨
巴

α
Φ
一、ぎ
ω
け歪

o
鼠
o
昌
ロ
ロ
亘
β
⊆
Φ
卿
O
o
Φ
匹
α
ω
二
Φ
お

冨
昌
幺
興

お
虧
ω
.

彫
像

の
贈

呈
が

実
際

に
行

わ
れ

た

か
否

か
は
、
未

だ

確
認

で
き

て

は

い
な

い
。

帰

国
後

、
梅

原

か
ら
学

院

へ
宛

て
た
礼

状

に
も
、
彫

像

に
関

す

る
記

述

は
見

当

た
ら

な

い
。

(
48
)

極
東

学

院

の
保

有
文

書
、

カ

ル
ト

ソ

一
六
番

に
は
、
国

際

文
化

振

興
会

を

通

じ

て
行

わ
れ

た

公
式

の

「
知
識

人

交
流

」
以

外

に
も
、

日
本

の
知

識

人

や
考

古

学
者
、

研
究

機
関

か
ら

送

ら
れ

た
手

紙

類
が

保

存

さ
れ

て

い
る
。

一
九

四

一

年

以
降
、

学
院

宛

て
に
、

日
本

か

ら

イ

ン
ド

シ
ナ

の
遺

跡
案

内

の
要

請

が
多

数

寄

せ
ら

れ

て

い
る
。

(
49
)

ジ

ョ
ル
ジ

ュ

・
グ

ロ

ス
リ

エ
著

、

『
ア
ソ

コ
オ

ル
遺
跡

』

(三
宅

一
郎

訳

)
、

新

紀

元
社
、

一
九

四
三

年

u
藤

岡

通
夫

著
、

『
ア

ソ

コ
ー

ル

・
ワ

ッ
ト
』
、
彰

国

社
、

一
九

四

三
年

"
富

田
亀

邱
著

、

『
ア

ン

コ
ー

ル
ワ

ッ
ト

の
彫
刻

』
、

日
進

社
、
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一
九

四

三

年

"
畠

中

敏

郎

著

、

『
佛

印

風

物

誌

』
、

生

活

社

、

一
九

四

三

年

"
薄

葉

義

治

訳

、

『
ア

ン

コ
ー

ル

・
ワ

ヅ

ト
』
、

湯

川

弘

文

社

、

一
九

四

四

年

な

ど

。

(
50

)

>
h
o
匡
く
Φ
ω

住
Φ

一、国
聞
国
O
植
○
鋤
昏
O
昌

H
ρ

O
o
護
Φ
ω
b
O
旨
傷
①
口
o
Φ

鋤
く
Φ
O

α
①
ω

ω
O
o
欲
け伽
ω
ω
鋤
く
鋤
昌
けω
U鋤
℃
o
昌
巴
ω
①
ω
(H
Φ
N
GQ
-
H
O
蔭
虧
)"
い
Φ
暮
『Φ

傷
O
]≦
鋤
け
ω
⊆
N
o
Z

四
伽q
巴

餅

O
Φ
o
『
ひq
①
ω
O
o
Φ
傷
α
oo
"
竃

oo
U⊆
臨
げ
汁
H
㊤
軽
一
'

(
51

)

東

京

国

立

博

物

館

編

、

『
ア

ソ

コ

ー

ル

の
美

術

、

フ

ラ

ソ

ス
極

東

学

院

交

換

品

目

録

』
。

(
52

)

〉
同
o
窪
く
Φ
ω
α
①

一、国
司
国
ρ

0
彎

8

口

H
9

ゆ
o
げ
鋤
昌
σq
①
自
Φ

o
o
口
h騨

o
づ
0
9

逡

早

一
逡

○。
●

(
53

)

ω
宣

ひq
po
『
鋤
く
兜
O
鈩

愚

・9
卦

b
O
・N
卜
刈
-
卜○
①
刈
.
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